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科学 ･技術 ･社会

古 谷 雅 樹

自然科学は人間に備 わっている感覚器官 に よって 自然の現象 を観察す るこ とか ら始 った｡

そこで得 られた知識は莫大 な ものであ るが､人間にそなわっている感覚 器官 だけか ら得 ら

れ る知識には限界が ある｡ そこで､いろいろな技術 を用 いて 自然 を調べ るこ とが行 われ る

よ うにな り､新 しい技術が生れ るたびに､科学は飛躍的に進んだ0

-万 ､人類が仕事 を行 うこ とに よって 自然におけ る物質の変化やエ ネルギーの流れ を変

える方法､す なわち技術 に よって生 じる環境 の変化 は､近年 いち じる しい ものがあ り､生

命 はその長 い歴史のあいだに出あったこ とのない舞台に しば しば立た され るよ うになった｡

生物は環境 の物理学的あるいは化学的条件が適 当であって､ しか も周囲に一緒に暮す他の

生物 との関係が都合 よ く整 ったばあいにのみ､生存す ることが で きる｡ そ して､生存の限

界は､いずれの環境 条件 について も､ご く僅か な変化の範囲内にある｡ しか し､技術に よ

って もた らされ る環境変化 の速度 は､産業革命以来比較的最近 まで､それほ ど大 き くなか

ったこ とと､幸か不幸か百数十万種 にお よぶ 多様な生物の中で人類 は環境変化に適応す る

能 力が高 い万の生物 に属 していたために､技術に よる変化の問題は長 いあいだ社会的に取

りあげ られなか った｡だが 第 2次世 界大戦におけ る原子 力の開発は､その よ うな夢 を破 る

のに十分 な内容 を含んでいた｡ そこには生物が適応で きる範囲 を越 える ものが含 まれてお

り､放射性物質の生命に対す る影響 は予測 Lがたい不安 を社会 に与 えた｡

とは言 え､1950年代にみ られた生体 内におけ る代謝経路のめ ざましい解明 を例にあげる

まで もな く､放射性 同位 元素の利用は科学の研究にすぼ らしい可能性 を与 えて･きた｡すな

わ ち､放射性物質は両刃の剣であって､科学の研究は本質的に 自由であって も技術の応用

には制約が必要 な場合が あ るこ とを､ここで人類 は経験す るこ とになった｡

昭和25年 に 日本へ 初めてアイソ トー プが学術的研究に利用す るため米国か ら輸入 されて

以来､本ニュース第 7巻特集号 に述べ られた経過 を辿 って必要 な管理体制が整い､｢放射性

同位元素等に よる放射線障害の防止に関す る法律｣が施行 されたのは昭和33年 であった｡

この法令 はその後改正が行 われて今 日に至 っているが､その規制 内答 は必ず しも周知徹底

されていない面が あるこ とは､つ とに関係者が指摘 している｡ また､建前 と現実の差が大

きいこ とは､水野伝-氏が本ニ ュー ス第10巻 3号 の巻頭 で指摘 された とお りである｡

この点につ いて､最近大 きな社会的関心 をよんだ所謂 …遺伝子工学''すなわち試験管 内
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遺伝子組換 え技術の取扱 い と比較 してみ る事 は意味があるのではあるまいか｡ この新 しい

技術 に よって生れ る危険防止につ いて､各国 とも研究者が主体 的に守 らなければ意味がな

い とい う立場か ら､この分野の研究者 たちが実験指針 をつ くり､法律化 しないで研究者の

自覚 に まつ道 を選 んだ｡ い くら細か く法律 で しぼ って も､一人の不注意が万 人に迷惑 を及

ぼす こ とは放射能事故が報道 され るたびに痛感す るこ とである｡その意味か ら､わが国の

遺伝子操作の進め方に関す る 日本学術会議の声明 (昭和52年 )に端 を発 して､学術審議会

で科学者が 自主的た作 った操作基準 を､関連研究者は今後 との ように運用 して行 くか見守

りたい と思 う｡ その成否は､我が国の科学者技術者が主体的安 全管理 につ いて社会的信用

を得 るか否か を占うこ とにな り､我が国におけ る生物 災害防止に関す る社会的規制の方向

を考 える上 で大 きな影響 を与 えるに違 いない｡科学者技術者の理性 が､新 しい技術の 自己

規律 を成功 させ ､それが社会 におけ る共通の理解になるこ とを願 ってや まない｡

(理学部 植物学教室 )

研究紹介
土壌 中に混入 した放射性物質の

挙動 に関す る研究

本 間 美 文 大 桃 洋一郎

我々は農耕地が放射性物質 (RI)で汚染 された場合 を想定 して､ 良I添加模擬汚染土

壌 を作製 し､この RIの土壌 中におけ る化学挙動 ､植物-の移行 につ いて研究 している｡

この RIの化学挙動 は､土壌 に既存す るこの RIの安定 同位元素 に よ り影響 を受けるであ

ろ う｡現在は特 に 65Znを土壌に添加 してその化学挙動 を､土壌 に既存す る安定亜鉛 との関

連で調べているが､土壌 中には 65Znとの交換性の難易の度合 いの相互 に異なったい くつか

の亜鉛 フラクシ ョンが存在す るこ とをつ きとめている｡研究成果の一端 を示す と､表 1の

よ うになる｡

これは65Znを添加 したの ち､70日経過 した東京田無火山灰土壌 につ いて､植物に吸収 さ

れ得 る形態の亜鉛 (可給態亜鉛 )の定量のために経験的に使われて きた各抽出剤を用いて､

振 とうした ときの 65Zn､安定亜鉛 の各抽 出量 と､この両者 よ り計算 され る比放射能 とを

示す｡土 壌 を硝 酸 ､過塩 素酸 ､硫酸 混合液 で熱分解 した ときの値 も同時に示 した｡ この

分解溶出量をlCX)% とした ときの値 で比較す る と､各抽出剤 とも3-4倍 ほ ど安定亜鉛 よ り

も65Znのほうを多く抽出していた｡これは65Znが土壌に加わったのち70日を過 ぎて も､65Zn

は土壌 中の仝安 定亜鉛 と完全 な同位体平衡 に到達 しないことを意味す る｡ この様相 は比放

射能値 をみることに よ り明瞭になる｡65Znが土 壌 中の全安定亜鉛 に均一 に分布 した場合 に

は､ どの抽 出剤 を使用 して も､比放射能値 は酸分解 による溶出液のそれ と等 しく53.1とな

るであろうが､いずれの抽出の場合 においてもこの値 よ りも顕著に高 く､添加 された 65Znは

土壌 中で､既存す る安定亜鉛 の一部 とのみ交換 していた｡ また 65Zn添加後 ､抽 出す るまで

の期 間 (Aging期 間 ともい う)をもっ と長 くとった場合 には､各抽 出液の比放射能は表 1

1の値 よ り低 くなる. これは､土壌 中には交換速度の遅 い亜鉛 フラクシ ョンも存在す るこ と

を示 している｡さらに 65Zn添加後 1年以上経過 して も交換の起 らない亜鉛が存在す ること

もわか った｡
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表 1 65Znで汚染 させ た田無土壌か ら･の 65Znと安定亜鉛 の分解溶出 と抽 出

Reagent 65Zndetermined Zincdetermined S.a.蛸

(method) cpm/gsoil%total /̀g/gsoil%total cpm/〟g

HNO 3+HC104+H2SO 4

(Decomposition)

5690±70 100 107±4 100 53.1±2.3

0.1N HCl

(1:13,※24hrsextraction)

4320±30 75.9 23.1±0.5 21.6 187±3

0.01M EDTA+1M NH4Ac

(1:13,※24hrsextraction)

3870±30 68.0 18.2±0.3 17.0 213±4

0.005M DTPA+0.1M NaAc

+0.olM CaC12

(1:13,※24hrsextraction)

2300±170 40.4 10.7±0.4 10.0 215±13

#soiltoextractionsolutionweightratio,##specificactivity

この よ うな結果か ら図 1に示す ように､土壌 中においては､水溶性 ､交換性､ 難交換性

あるいは非交換性 の各亜鉛 フラクシ ョンが存在す る と考 えられ る｡ また各フラ クションは

複数 のフラクシ ョンか ら成 る と思 われ る｡た とえば､土壌 中には様々な形態の亜鉛が存在

し､それ らが いずれかのフラクシ ョンに属す るであろ うか らである｡

図 1 土壌 中におけ る亜鉛 の予想 され る存在状態
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すなわち土壌溶液中には無機態の亜鉛 のみな らず､有機態の亜鉛が存在 し､ また土壌 中で

鉄 ､アル ミニ ウム､マ ンガンの酸化物や炭酸塩 の中に収着 している亜鉛や ､粘 土鉱物 の結

晶格子 中に固定 されている亜鉛が報告 されている｡ さらに弱い結合 の亜鉛 と､強い結合の

亜鉛 とか ､土壌 の陽 イオン交換基 に存在す る亜鉛 の性状 に関す る報告 もある｡

現在特 に力 をいれて取組 んでいる課題 は､土壌 中の可給態亜鉛 に関 してである｡可給態

とは､抽 出法 に よって求め られ る ものであ り､抽 出剤の中で土壌か らの抽 出亜鉛量が､同

一土壌 に生育す る植物 の吸収亜鉛量 と高い相関 を与 える場合 に､その抽 出剤が抽 出す る亜

鉛画分 をいうOなお抽 出剤 中に 65Znを添加 し､一定期 間の間にこの 65Znと交換可能 な土壌

3
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中の安定亜鉛量 を調べ る研究 も数 多 く報告 され､この研究 も可給態亜鉛の定量 を目的 とし

ているが､い くつか問題点 も指摘 されている｡いずれにせ よ可給態 とい う亜鉛形態は､経

験的に追求 されて きた ものであ り､実体の明 らかな ものではない｡ この経験的な研究の成

果 として､図 1の結果 をだすために使 われたキレー ト剤が､可給態亜鉛の抽 出剤 として き

わめて有効 であるとされ る｡ また希酸抽 出は古 くか ら行 われて きたが､抽 出剤 としての適

否は賛否両論 ある.図 1の結果では､希塩酸抽出の場合 にはキレー ト剤に較べて抽出液の

比放射能が低 く､難交換性 の亜鉛が一部抽 出されているようであった｡ただ しキレー ト剤

が抽 出す る土壌 中の亜鉛 につ いて も､単純に陽イオン交換基に由来す るものだけではない

らしいこ とを現在つ きとめている｡

研究は緒につ いたばか りであるが､60Coや 54Mn等につ いて も研究 を進め､亜鉛 に限 ら

ず諸元素 につ いて土壌 中の可給態フラクションや ､交換性の難易度 を相互に異にす る各フ

ラクシ ョンの実体 を明 らかに してい きたい と思 っている｡ (放射線医学総合研究所 )

トピ ッ ク ス

海 外 み や げ 話

中 村 保 典

2月末に米国 ミシガン州立大学 (MSU)での約 1年間の研究生活を終えて帰国 しました｡

MSUは､落ちつ いたカレッジタウンのイース トランシングにあ り､その内部に､牧場､18

ホールの ゴルフ場 2つ､パ ワー プラン トを持 ち､広い川 とシカゴに通ず る鉄道が横断 して

いるといえばご想像 で きる と思 いますが､全米で 3つの指に入るとい う広 いキャンパスの

一隅の大学アパー トで､家族 3人で過 ごしました｡当地 で 4才 を迎 えた娘は､近 くの幼稚

園へ Summertermか ら通いました｡彼女にとっては初めての集団生活で もあ り､application

後連絡のあった家庭訪問 を私達は緊張 して待 っていたところ､担任になるとい う先生は､

ガム を噛み､Tシャツにジーパ ン姿､サ ンダル をつ っかけて､Hi!と満面笑み を浮かべて

や って きました｡その後､ ざっ くば らんで､こちらが恐縮す る程教育熱心な教師達は､唯

一 人英語 を解 さない生徒 を､またた く間に集団に同化 して くれ ました｡

地下 1階､地上 5階の堂々たるビルディングを持つMSUのDept.Biochemistryで も､

N.E.Tolbert研 は､researchassociate6名､大学院生 8名､technicianl名 を擁す る最 も

大 きな研究室で∴ リフナロー ス二 リン酸 カルボキシラーゼ及び細胞内頼粒 であるパーオキシ

ゾ-ム関連酵素 の研究 グループか ら成 ってお りました｡私 は､ホウレンソウ葉パーオキシ

ゾ- ム の グ リオ キ シル酸 ア ミノ トランスフェラーゼ (グ リコール酸 回路構成酵素 )の

enzymologyを研究テーマに与 えられ､aminodonorとして､L-セ リンを用いる酵素 と､

L-アラニ ン及びL-グルタミン酸 を用いる 2つの異なる酵素が存在す ることを明 らかに し､

それぞれの kineticsを調べ ました｡反応速度測定法 として､基質 14C-グ リオキシル酸 をイ

オン交換樹脂で反応産物 14C-グ リシンと分離す る従来の方法 を改め､〔1-14C〕グリオキシ

ル酸 を反応後酸性下 で過酸化水素 を加 えて 14C0 2に分解す る簡便法 を開発 したことも､研

究の手助 け とな りました｡

最近 ､研究費の逼迫か ら､スタッフ数の確保が 困難になって きているとい う状況の中で

(例 えば､専任図書室員な し)､研究者 とそれ を補佐す るスタッフ (事務職員､工場内技術
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者､ス トック室員等々)の間に､研究の成果 とい う大 目的のために､一切 の不合理 ､非能

率 を許すまいという気慨がみなぎり､Dept.Biochemistryが一体 となって機能 してい た のは､

流石 は科学研究がペ イして きた国の伝統 と感心 しないわけにはいきませ んで した｡

春の野球 ､夏の ゴルフ､秋のフッ トボール､冬のバ スケ ッ トボール とアイスホ ッケー と

スポー ツは国家的事業の観があ りますが､熱気 と躍動す る美 しい体躯 にひかれ､いつの間

にかスポー ツ好 きのアメ リカ人の仲間入 りをしましたが､文化的隔離 と長い厳冬 を体験 し

て､米国に住む者に とって最早 スポー ツは必要欠 くべか らざる生活の一部であるこ とを実

感 しました｡町の内外に無数にあるゴルフ場 で､既に退職 した老夫婦が､ 2 ドル程度払 っ

て､終 日ラウン ドを楽 しんでいる様子は とて も感 じの良い もので した｡

最後に､出張中セ ンター 内外の方々に御迷惑 をおかけ しましたが､多大の御支援 を頂 い

たことを､紙上 を借 りて厚 く御礼申し上げ ます｡ (アイソ トープ総合 センター)

講演会要旨
サ クレー原子力研究所 におけ る

標識化合物 の製造

守 屋 孝

標言訳汗究所の Pichat博士 を長 とす るServicedesMoleculesMarqueesに1年間留学 し14C

標識化合物の製造に摸す る機会 を得 た｡30年の歴史 をもち400種類におよぶ標識化合物 を供

給 しているこの先進機関で､どのように製造 し検査 しているか､また絶 えず要望 され る新

しい化合物の標識化 に どの ように応 じているか興味深い ものであった｡過 日の講演ではこ

れ らの概況に筆者が試みたネルボン酸-24-14Cの合成 を題材に した体験 などを紹介 した｡

ここではその概略 を紙面の許す範囲で紹介 したい｡

カタログを開 くと目に入るのは製品の比放射能が高いことである｡ほとんどが50mCi/m ole

以上の ものであ る｡ したがって原料の炭酸バ リウム-14Cは希釈せ ずに用い られ合成規模 は

数百 mCiか ら時には lCiを超 す こ ともある｡一方出荷量は少いのが常であるか ら残量は

保管 され るこ とにな りカタログに載 っているほ とん どの製品は在庫が あ り再精製法が確立

されている｡製造技術面か ら見 ると大量の放射能 を取扱 う合成 を進めてい く上 で適 当な測

定装置が必要 で､ブ レムシュ トラ-ル ングを利用 した放射能測定器がそのひ とつである｡

これは試料音容液の一部 を測定用容器に とりその まま測定でき 1mCi/ml程度 の濃度の測定

が可能の ものであった｡ シンチレー ション式 ラジオガスクロマトグラフや プロポー ンョナ )I,求

薄層 クロマ トマルチスキャナーな どはその原型 を同所が作 り､現在 は改良 された市販品が使

われている｡いずれ もかな り高放射能試料の測定がで き大希釈 を必要 としない もの である｡

精製法は化合物の性状に よって異るが､主 として液体 クロマ トグラフ法 とガス クロマ ト

グラフ法が利用 されている｡ネルボン酸の合成に際 して も トランス異性体が副成す る過程

があ りシスー トランスの相互分離に特殊処理 したシ ))カゲルカラム を用いて良い結果が得 ▲

られた｡一般的には市販の メル クプレパ ックカラムが 多用 され るほか､ 自家製の加圧式カ

ラム も利用 されていた｡分留､再結晶､昇華 な どによる精製はほ とん ど見かけ るこ とはな

か った｡高度に熟練が要求 され多 くの時間 を費す手法 よ りも機械的におこなえるクロマ ト

グラフ法の方が有利であろ う｡製品の純度は質量分析 ､赤外吸収 スペ クトル､NMR､元素

5



6

分析 な どで確認 され る｡

ここでは60名の陣容 で 14C一,3H-, 安定同位体標識化合物の製造 をおこなっているが､

合成､分析測定 ､放射線管理､製造 を助けるサー ビス業務 など分業化が徹底 してお り限 ら

れた期間内に高純度の製品 を仕上 げることに最大の力点がおかれ､この経験は次の機会に

生か し､改良 した り応用 してゆ く行 き方 を歩んでいるような印象 を受けたO

(日本原子力研究所 )

学 内 Rl管理メモ

RI教育訓練 の義務づ けにつ いて

放射線や放射性 同位元素 (以下 RIとい う)を取扱 うに際 しての取扱者の RI教育訓練

は､法令上の義務事項である｡ これまで､本学では､RI教育訓練 としての実習や講習会は､

実施部局 によ り対象者や 内容が異なるこ とが 多 く､統一 されていなかった.このことは､

氏Iの使用 目的や方法に応 じて最 も効果的な教育訓練が行 える利点 もあるが､反面､教育

のレベルや 内容 に差異が生 じ易 い｡そこで東京大学 として､ 氏I教育訓練に基準 を設けて

統一 した うえ､対象者の範囲を明確 に して受講 を義務づ けることが要望 された｡

東京大学放射性 同位元素委員会は､このことにつ いて教育計画専 門委員会 (委員長 ･森

川尚威助教授 )を組織 し､その検討結果報告書に もとづ いて慎重に審議 した｡結論は総長

に具 申され､全学的な了解 の もとに昭和55年度か ら ｢全学一括の義務づけによるR I教育

訓練｣ を実施す るこ とになった｡

お もな事項は次の とお りである｡

1. 教育訓練の内容

放射線や RIの取扱い内容に応 じて次のコースがある｡

① 密封 RI･非密封 RI･加速器等取扱いコース

② 機器に装備 された密封小線源等取扱いコース

③ Ⅹ線発生装置等 (電子顕微鏡 を含む)取扱いコース

教育訓練 は中央 で一括 して行 うもの と､部局 の規 則や マ ナー等 を中心に各部局 で行 う

ものか らなっている｡新規取扱者 を対象 とした各 コースの講義および実習内容 ･時間は表

1の とお りである｡ これに より昭和55年度か ら､新規取扱予定者は次の手続 を必要とする｡

○ 登録 申請書 (表 2)に記入 し部局担当掛 を通 じ登録 申請す る｡

○ 健康診断 を受 ける｡(この結果によって仮免許が可能 となる｡)

o RIの取扱 い内容に よ り(9-(さのいずれかの教育訓練 を受講す る｡(放射線取扱者手帳

に受講証 明が付 して交付 され､放射線取扱者 として認め られる)

仮免許期間中の作業の制 限は､部局 あるいは施設によって異なるが､共通な点は必ず経

験者 と一緒に作業 しなければな らないことであるO また､-年以内に所定の教育訓練 を受

講 しない と､仮免許 は取消 され る｡

本年度の講習会 日程 は間 もな く決定 されるが､現在 このためのテキス ト作 りが､ワー キ

ンググループによって進め られている｡

一方､既に放射線取扱者 として認め られている者に対 しては､定期的な再教育が検討 さ

れている｡
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表 1.RI等の取扱 区分 に よる講義 お よび実習

取 扱 区 分 講義 お よび実習項 目 時 間注1

① 密封 RⅠ､非密封 RⅠ加 速器等 1. 放射線 と放射性 同位元素 3

2. 人体へ の影響 2

3. 法 令 .規 定 2

4. 安 全 取 扱(実習 を含む) 5

② 機器に装備 された密封小線源等 1. 安 全 取 扱 2
2. 法 令 .規 定 1

③ Ⅹ線発生装置等 1. X線 とその応用 22. 人体への影響 1

(電子顕微鏡等 を含む) 3_ 法 令 .規 定 1

コ ー ド 番 号

注 1 中央で一括 して行 う講習会の予定所要時間

注 2 実習 (0.5時間)は各部局 で行 う

表2.放射線取扱者登録 申請書
昭和 年 月 日 Ⅳ.過去における取扱内容

放射線 取 扱者登 録 申請書 (部 局 控)

i.所Lt･身分等

年 月 恒 韻 線 画

3.業 務 内 容1 実 族 12l 管 理 ー操 作 r3l診 療 l4r 弔 護
5 管理区域立入 r6lそ の 他 ( )

4.主な班用RⅠ

i柁 価 Ⅰ 群 Ⅱ 群 皿 群 Ⅳ 群

il常 ,封 .非密封 密 封 .非密封 密 封 .非密封 溌 封 .非密封

密 ( ) 普 ( ) 鷲 ( ) 密 ( )

罪 ( ) 罪 ( ) 非 ( ) 罪 ( )

V炭 火 濃 度 0.002fLCi/g以下, -0.oユf,Ci/g. 0.01FLCi/S以上

vi化 学 的 状 態

1hSl 体E2L液 叫3極 体 l4r粉 叫5rその他 ( )

vlii取 扱 新 鹿1 臼′叫2l 日′月E3E 1日′月 以下

ix取 扱 場 所

x取 扱 期 間 昭 年 月 一 昭 年 月

5.主な使用装t毘

i袋 逝1サイクロトロンl2Eシンクロトロン l3lシンクE,サイクロトロンl4l直線加速法尻5ベータトロンE6l77ン.チ.ク'5-7ぞ削D速yl削7FコッククE,フ卜 ワルトン塾加連装宗

8変圧器型加速法節lgEX線発生慈澱 llq'jtt子親微鏡 L叫原 子 炉

ii線 紹1 q E2E β l3l γ l4lx(lMeV以上)F5FX (1MeV以下)
6 n l7l p 】81そ の 他 ( )

1 T]/刺 2l El/月13L 1日/月 以下

iv取 扱 場 所

∨取 扱 期 間 昭 昨 月 一 昭 年 月

2. 教育訓練の対象者

この教育訓練 は､放射線障害防止法第22条お よび人事 院規則10- 4第13条に よる放射線

に関す る安 全教育 であ り､次の者が対象 となる｡

○ 放射線や RI等 を直接取扱 う実験 を行 う者

o RI等の管理 あるいは操作 を行 う者

○ 部局長が必要 と認めた者

7
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但 し､当分の間病 院部局は本教育訓練の枠外 として扱われる｡

3. 認定制 について

過去 に学内､学外で､一定の基準 をみたす講習会等 を受講 した者は､登録 申請時に証明

を付 して申し出ると､新制度 による教育訓練の一部あるいは全部が免除されるこ とがある｡

一例 では､工学部原子力工学科 で所定の単位 を履習 した学生が これにあたる｡

4. 総括機関

教育訓練の実施 につ いては､アイソ トープ総合セ ンター を総括機関 とす る｡

(アイソ トープ総合セ ンター )

原子核研究所 における汚染事故 について

- 5月11日までの状況報告-

1･昭和55年 4月 7日か ら28日にかけ､九州大学の研究者 グループが核研の空芯 β線分析

器 (以下空芯 と記す)を利用す る "252Cfの自発核分裂片か らの内部変換電子線測定〝の実

験 を行 った｡252Cfの電着線源はRI実験室で調製 され､空芯室で種 々の測定条件の もとに

使用 された｡実験終了後､九大 グループは実験室 を整理 し､実験期間中に生 じたゴ ミをポ

リエチ レン袋 3個 にまとめ､所内の ゴ ミ焼却炉の焚 口付近 に運んだ≡残 った最後の ゴ ミは

空芯室入 口脇の ゴ ミ箱に入れ､空芯壷の放射線管理担当者 (以下担当者 と記す ) と低エネ

ルギ一部主任に実験の完了 と異常のないこ とを報告 して退所 した｡

2.同実験棟 は､その後 5月 7日まで施錠 され使用 されなかった｡ 5月 8日夜 ､空芯 を使

用す る次の グループの実験開始の準備 に当 り､空芯担当者は空芯室入口脇のゴ ミ箱の中の

ゴ ミが 252Cfで汚染 していることを知 り､直 ちに同実験棟 を閉鎖 した｡

3.翌 9日､空芯担当者は放射線取扱主任者お よび空芯 を管理す る低エネルギ一部主任に

この事実 を報告 した｡放射線取扱主任者は空芯実験棟の ゴ ミ箱中の ゴ ミに汚染が発見 され

たこ とか ら焼却炉 を検査 し､放射性物質の残留 していることを確認 した｡直ちに焼却炉 を

閉鎖す るとともに､焼却炉の煙突部分 を検査 した結果､異常はな く､かつ敷地境界にある

4カ所の放射線連続監視装置の記録 も異常 を示 していなかったので､所外には影響 をおよ

ぼ していない と判断 し､所 内の検査 を行 うこととした｡

4.同 日､九大 グループに電話連絡 し､実験当時の説明 を受け るとともに至急来所 を要請

した｡ また緊急に放射線監視委員会 を開催 し対策 を協議 した｡

5.GMサーベ イメー ターおよび耳 性子用サーベ イメー ター を使用 し､汚染のおそれのあ

る箇所の検査 を開始 し実験棟 の床上 に新 たに汚染箇所 (3ヵ所 )を発見 した｡一方､焼却

作業 に従事 した用務 員の身体 ､衣類並びに用務員の控室､九大 グループの宿泊 した部屋等

の汚染検査 を実施 し､いずれ も汚染のないことを確めた｡

6. 5月9日夜､九大 グループの 2名が到着 した｡調製 した 252Cf線源を承認条件の使用基

準**とは異なる方法で空芯室に運び､ろ紙 を敷 いた床の上で線源 を線源箱に着脱 したこと､

また､実験期 間内に出た ゴ ミは実験終了後すべ て まとめて処理 したことなどが明 らかにな

った｡

* この ゴ ミは 4月30日に焼却 され､ 5月6日に焼却灰の ご く一部が焼却炉脇の灰貯蔵所に移 された｡な

お､これ らの焼却灰は所外には搬 出されていないことが確認 されている｡

** 使用基準では調製 した線源 をRI実験室で線源箱に取付け､これ を密封の状態に して空芯室に運搬 し

その まま空芯に装着 して測定す ることになっている｡
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7.九大 グルー プ 2名の体 内お よび実験 中に着用 した作業着等 を検査 したが ､いずれ も汚

染 は検 出 され なか った｡

8. 5月10日午前10時 ､核研 の放 射線取 扱主任 者か らア イ ソ トー プ総合 セ ンター の担 当の

掛 に事 故 の状 況が報告 され た｡所要 の手続 きのの ち､東大か ら､文部 省並 びに科学 技術庁

に連絡 した｡ また同 日朝か ら､焼却炉 お よび灰 貯蔵所 内の灰 を回収 した｡

9.同 日午後 ､科 学 技術庁 の立 入検査 が実施 され た｡線源 ､線源調 製残液 ､放 射性廃棄物 ､

焼却 炉 ､灰等 の放 射能 の定量測定 を実施 し､全量 を回収 隔離 した｡ さ らに安 全性確 認 のた

め ､放 射線連 続監視装 置 の記録 デー タの再確 認 と､焼却 炉か ら周辺境 界地 までの36ヵ所 の

放 射 線測定 を徹 夜 で実施 したが ､異常 は認め られ はか った｡ また､焼却 炉 の煙 突か らの空

気 中放 出 RI濃度 の上 限値 の推定 を行 い､252Cfの法定許容 濃度 の1/10程度 と評価 され た｡

今 回の除染 作業従事 者並 びに関係者 の汚染 お よび被曝 線量 に も異常 は認め られず ､ また､

その後 の α線用サーベ イメー ター等 に よる検査 で も､所 内な らびに焼却 炉 よ り半径 150m

以 内に汚染 は全 く検 出 され ないの で､閉鎖 した空芯実験棟 お よび焼却 炉以 外には汚染 はな

い もの と結論 され た｡

(ア イ ソ トー プ総合 セ ンター )

●共 同利用の お知 らせ

昭和 55年度共 同利用計画

第 Ⅰ期 昭和55年 4月14日～ 7月11日 申込締切 55年 2月末 日

第ⅠⅠ期 55年 9月 8日～12月19日 〝 55年 6月末 日

第ⅠⅠⅠ期 56年 1月12日～ 3月20日 〝 55年 11月末 日

昭和 55年度 第 Ⅰ期共 同利用一覧

所属部局 責 任者 氏名

医 学 部 奥 村 康

//

附 属 病 院

//

LA

工 学 部

//

//

部
〃
学

〃
〃
〃

〃
〃
〃
〃

理

飯

石

村

田

氏

下

西

浦

脇

田

純

康

島

橋

中 正 治

中

平

寸

斗

車

弘

祐

道米 夫

蛋

瀬 量 平

田 宏

沢 仁

島 誠 一 郎

夫

男

稔

光

嗣

次

昭

高

敏

谷

田

嶋

中

井

代

福

小

山

藤

研 究 題 目

免疫 応答 の細 胞性機序

夜光 時計組立工場 におけ る放 射線管理

3H を利用 しての リンパ球 お よび組織培養

ヒス タ ミン代謝 の研 究

脊 髄症 ネ コの脊髄 内血流量 の測定

メスバ ウアー効 果 の分析化学へ の応用

メスバ ウアー効 果 の金属学へ の応用

① 植 物 プ ラン ク トンの分解

② 海洋細菌 に よる炭化水素 の分解

放 射性核 種 の地 中移動

地球化学 的試料 の放射化分析

葉 緑体 の物 質輸送

ラ ッ ト脳下垂体 ホルモ ンの受容体 に関す る研 究

Zn等 金属 成分 の臓器- の取 り込 み と分布

核 酸 ･タンパ ク質 の構 造

40Ar-39Ar法 に よる岩石 の年代決定

鉱 物緯 晶 におけ るメスバ ウアー効果 の応用

珪 酸塩 溶融体 の構 造

9
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所属部局 責任者氏名

理 学 部 飯 山 敏 道

〝 富 氷 健

〝 小 橋 浅 哉

//

農 学 部

//

//

//

//

//

教 養 学 部

//

学

科

〃

微

〃

薬

医

応

部

研

口壬丁
蘇佐 郎

夫秦嵐十五

佐

和

野

伏

橋

原

田

野

魚

尾

芽

室

高

藤

村

花

武

尚

充

辿 雄

男

夫

邦

紀

学

喜 田 正 夫

子

男

哉

彩

和

欣

同

形

田

高

駒

内

研

//

肌

//

海 洋 研

RIセ ンター

彦

男

夫

之

威

昭

敏

出

正

尚

日

口

村

木

森

川

川

西

鈴

大

森

〝 宮 地 重 遠

以上昭和54年度 第ⅠⅠⅠ期 よ り継続

医 学 部 奥 村 康

教 養 学 部 佐 藤 八 十 八

生 産 研 斉 藤 秀 雄

応 微 研 大 石 道 夫

物 性 研 本 田 雅 健

研 究 題 目

鉱物一水系の各相- の元素の分配

(∋古文化財お よび二地球化学的試料の放射化分析

(診メスバ ウア-分光法の無機化学､考古化学- の応

用

③ ガス クロマ トグラフ用電子捕獲型検 出器の改良

(卦ラジオガス クロマ トグラフ法に よる- ロカー ボン

の放射化学的研究

⑤ メスバ ウア-散乱お よびβ線分光法による固体表面

の研究

(∋熱蛍光線量計に よる環境お よび個 人被曝線量の測

定石汗究

②鉱物か ら溶 出す る天然放射性核種 の定量

天然試料 中の天然放射性元素 の分布 に関す る研究

好熱性水素細菌 の炭素代謝系につ いて

DNA,RNAのオー トラジオ グラフ ィー

下水汚ゴ尼の有害物質の挙動

土壌 一植物系での RIの挙動

イネにおけ るGAの変換

ホルモ ンの微量定量

イオン結 晶中のポジ トロニウム

藍藻の脂肪酸合成 と培養温度

Rat,Rabbitにおけ る薬物分布

筋小胞体膜のイオン透過機構

放射線の環境へ の影響

細菌 DNAのHybridization

Pseudomonas属細菌 に よるLauricAcidの α水酸

化

脂肪酸合成酵素 の分離

免疫応答促進物質の研究

薬剤耐性がん細胞の細胞膜変化

藻業頁の 14C-ア ミノ酸分析

①放射性 同位体 を用 いる鋼 中軽元素 の挙動 に関す る

研究

② トリチウム と有機化合物の反応

植物の炭素代謝 に関す る研究

抗原結合分子の解析

イソクエ ン酸脱水素酵素 に よる炭酸化 反応

γ線散乱の挙動

動物細胞の変異機構

フ ィッシ ョン トラックに よる年代測定
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以上 第 Ⅰ期新規 申込

●アイソ トープ総合センター日誌

昭和55年 3月27日 放射線取扱者の登録 申請手続に関す る説明会開催

4月14日 共 同利用 ガイダンス

昭和55年度 第 Ⅰ期共 同利用開始 (7月11日まで)

5月 7日 東北大学サ イクロ トロン ･アイソ トー プセ ンター長 森 田 右教授講

演会

RI教育訓練 の実施

6月11･12日､17･18日 工学部原子 力工学科

● 人 事 消 息

○人事異動

併 任 (55.4.1-56.3.31)

非常勤講師 (生物部 門主任 )

〝 (物理部 門主任 )

＼)
.
＼)

研

部

微

学

応

工

./し

/し

遠

輔

重

祐

地

平

宮

氏

○海外 出張

仁木セ ンター長 (55.4.6- 4.10)

東南ア ジア西太平洋工学連合 第 2回総会 出席

○セ ンター長事務代理 (上記期 間)

森 川 尚威 (アイソ トープ総合セ ンター )

● 委員会だよ り

○運営委員会 (第32回)

3月17日 (月)開催 ､議事次の とお り

(報告事項)

1. 昭和54年度第ⅠⅠⅠ期共 同利用につ いて

2. 研修会 につ いて

3. 助手の外国出張につ いて

4. その他

(協議事項)

1. 昭和56年度概算要求 につ いて

2. 昭和55年度予算配分 (第 1次 )につ いて

3. 昭和55年度第 Ⅰ期共同利用につ いて

4. 次期幹事会委員の選 出につ いて

5. 人事 につ いて

(∋昭和55年度部 門主任

② 〝 客員研 究員

6. その他

○運営委員の交替

(旧) 鈴 木

(新 ) 伊 藤

市也.P

′

講

′

宏

治幸

(保健 セ ンター ) 山梨医大-

( J/ ) 医学部附属病 院 よ り

ll
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○運営委員幹事会委員

竹 中 栄 一

名 取 俊 二

石 田 洋 一

宮 地 重 遠

(55.4.1-56.3.31)

(医学部附属病院)

(薬 学 部 )

(生 産 研 )

(応 微 研 )

○運営委員会幹事会

5月 6日 (火)開催 ､議事次の とお り

1. 昭和56年度概算要求につ いて

○セ ンターニュース編集委員会 (第42回)

2月12日 (火)開催 ､議事次の とお り

1. VOL 10､N0.4の準備状況

2. 次期委員会-の引継事項

3. その他

○セ ンターニュース編集委員会 (第43回)

3月11日 (火)開催 ､議事次の とお り

1. 委員長の選 出

2. VOL 11の編集方針

3. VOL 11､N0.1の企画

4. その他

○セ ンターニュース編集委員会新委員名簿

委 員 (任期55.3.1-56.2.28)

◎茅 野 充 男 農学部農芸化学科 (内線 5105)

富 水 健

下 斗 米 道 夫

花 岡 文 雄

中 村 保 典

野 溝 祐 治 郎

幹 事

大 日 方 京 子

理学部化学教室 ( 〝 4346)

工学部金属材料学科 ( 〝 7143)

薬学部生理化学教室 ( 〝 4754)

アイソ トー プ総合センター ( 〝 2879)

( 〝 2895)

アイソ トー プ総合センター (内線 2883)

◎印は委員長
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東京大学アイソ トープ総合センターニュース

目 次

科学 ･技術 ･社会

研 究紹介

古谷雅樹- 1

土壌 中に混入 した放射性物質の挙動 に関す る研究-----本間美文 大桃洋一郎･･･2

トピックス

海外みや げ話

講演会要 旨

サ クレー原子 力研究所 におけ る標識化合物の製造

学内 R l管理 メモ

RI教育訓練 の義務づ けにつ いて

中村保典- 4

守屋 孝- 5

原子核研究所 におけ る汚染事故 につ いて- 5月11日までの状況報告--･-=--- 8

共同利用のお知 らせ

アイソ トー プ総合 セ ンタ一 日

人事消点

委員会だ よ り

ア イソ トー プ総合 セ ンター平面図

(編集後記)

核研 の汚染事故､大平総理 の急逝 な ど学 内学外 ともに梅雨 どきの空模様に似 た

今 日この頃ですが､今年度のセ ンターニュー ス第 1号 をお届け します｡古谷先生

の巻頭 言は､科学技師 におけ る安全管理 ･規制のあ り方につ いて含蓄 の深いご意

見であ ります｡

六 月か ら天気予報 で確率予報が始 りましたが､何事 もとか く白黒 を心情的に割

切 るこ とを好む 日本人に とって､科学技術が 日常化 した今 日､確率 とい う考 え方

が もっと普及す る必要 があ りそ うです｡科学技術 では､安全性 を含めて､100%の

確か さで保証す る とい うのは困難なこ とですが､世 間では精神論 としての努 力 目

標 と混同して考え られが ちで､た とえば安全性99.99% (実際には もっ と高いので

しょうが ) と100% との差 が もつ 意味は一般 にはあ ま り理解 されていないようで

す｡新幹線の安全性 はほん とうに100%なので しょうか｡99.99%がかけ値 な しに

99.99% として通用す るようになるのはいつの こ とで しょうか｡

(富永)

東京大学 アイソ トー プ総合 セ ンターニ ュー ス Vol･11･No.1 1980年 6月15日発行 編集発行 人 野満祐治郎

〒113東京都文京区弥生 2丁 目11番16号 東京大学 ア イソ トープ総合 セ ンター ･電代表 (812)2111 内線2881
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キュ リー夫人の生 まれた国

藤 原 邦 男

放射能の研究 とい うと先ず頭に浮ぶのは先駆者 としてのペ ックレルや キュ リー夫人の名

前であろ う｡ ポー ラン ドの首都 ワル シャワには､戟後に再建 された旧市街の一角に､マ リ

ア ･ス クォ ドフスカニキュリー すなわちキュ リー夫人の生家が記念館 として保存 されてい

るO筆者はこの四月に､ポー ラン ドのヴロツアフの郊外で開かれた全 ポー ラン ド陽電子消

滅セ ミナーに出席 したつ いでにこの記念館 を訪れる機会に恵 まれた｡

この建物は夫人の母親が校長 をしていた小 さな女学校 の建物 で､一家はその二階に住ん

でいた｡現在 は三階が事務室 で二階が展示室になっている｡階段 を上がって二階の入 口の

重 い仕切 り戸 をあけると､短かい廊下の突 き当 りに立つ夫人の胸像が先ず訪問者の胸 を打

つ｡展示 は､一家が使用 していた食器や机､若 き日の夫人や家族の写真に始 まり､夫人の

実験 ノー ト､ウラン鉱石 ､記念 メタやル､古 き写真の数々､そ して夫妻が放射能の測定に使

用 した検電器 な どの実験装置 を経て､再度夫人の上に輝 いたノーベル賞の賞記の コピーで

終 る｡展示品の数 はそれ程 多い とは言い難い｡それはこの国が コペルニ クスを生んだ 『近

代科学の父なる国』､キュ リー夫人を育んだ 『女性科学者の母 なる国』 であ りなが ら､その

輝か しい歴史 を畏れぬ軍隊によって幾たび も踏みに じられて来た事情によるのであろ う｡

その操 りんの歴史は今 日なおポー ラン ドの科学の発展に暗い影 を落 しているように見え

る｡ だが少 くとも､女性科学者の母 なる国 としての印象は筆者には余 りに も強烈だった.

筆者が参加 したセ ミナーの出席者の 3割は女性の研究者であった し､ きび きび した態度で

運営の万端 をとりしきっていたの も､又､筆者 をつか まえて一度 な らず鋭 い討論 をしかけ

て来たの もすべて女性の研究者達 であった｡

日本 に も現在､原子物理学や放射線管理 その他の分野で男性 をしの ぐ活躍 を続ける女性

達 は数 多 く居 られる｡だが全体の中で女性の 占め る比率 となる と､ 日本の現状はポー ラン

ドのそれか らは程遠い｡ これは もちろん､ 日本の女性 に奮起 を促すべ き問題ではあろう｡

だが､その国の女性に対す る意識の違 いは､よ り重要 な理由であるように思われる｡実際､

キュ リー夫人が生 まれた頃の封建 的な ヨー ロッパにあって､ひ とりポー ラン ドだけは女性

を低 く見 る風潮が弱か った といわれている｡ このことに関連 して､毎年菊の香が勾 う頃に

なると何 とな く寂 し く思 うことがある｡それは文化勲章受章者の記念写真 で､坐せ る受章

者達の背後に立つ夫人達の姿である｡輝か しい業績 を支 えたこれ らの女性達の役割は､等
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し く束の間の椅子 を捧げてその労 をね ぎらうに値す るで あろ うに､あの､ 日本の今 日の文

化 を代表す るはずの写真の中の光景 はポー ラン ドでの 日常的な光景 とは余 りに も違 いす ぎ

るの だ っ た ｡

(教養学部物理学教室 )

研究紹介
金属間化合物 RFe2(R- Pr,Nd)の

メスバ ウア-分光

下斗米 道 夫

原子番号57か ら71までの ランタニ ドとSc､Yの計17の元素 は希土類 と総称 されている｡

希 土類 は周期律表の仝金属元素 の15%を占め､将来工業的にその重要性 は高 まると期待 さ

れている｡た とえば､以下 に述べ る希土類 と鉄 の化合物 RFe2は水素 吸蔵材料 ･磁歪材料･

炭化水素合成の触媒 として注 目されている.

我々は相 の安定性 と磁性 の観点か ら軽希土類の Pr･NdとFeの金属 間化合物 を高圧合

成 し､その メスバ ウアー効果の測定 を最近 2年 ほ ど行 って きた. まず､図 1に RFe2の単

位 胞 におけ る原子の配置 を示す｡この構造は MgCu2構造 と呼ばれ､構成原子 の幾何学的

適合性 に よって相の安定性 が決 まるこ とが知 られている｡す なわち､R原子 とFe原子 の

半径比が 1.225であれば桐密充項構造 となって最 も安定性が良 くなる.R-Fe系 で は この

比率 は1.51(La-Fe)か ら1.38(Lu-Fe)とランタニ ド収縮 に従 って原子番号 とともに理

想値 に近づ く｡Sm以降の希土類 では常圧下 で RFe2が作製されるが､PrFe2とNdFe2は

高 圧 下 でのみ合成 され るこ とが知 られていた｡ しか しその物性 はい まだ不 明であった｡

LaFe2にいたってはいまだに合成に成功 した例 はない.

我 々の試料の調製は次の ように行 った｡化学量論組成にプ ラズマアー ク溶解 した試料 を

物性研秋本教授の御好意に よ りテ トラ- ドラルア ンビル型高圧発生装置で PrFe2は900℃､

NdFe2は1000℃で加圧 した｡圧 力は55kbarである｡Ⅹ繰回析 によって RFe2相 と数 %の

R6Fe23相 を同定 した｡ メスバ ウアー効果の測定は液体- リウム温度 と100℃の間で行 った｡

や一一一一一一一一 二､二"___ - ー

図 1 左 図は RFe2の単位胞 を示す｡右図は [110]面における

原子 の配列 を表す｡大円は R原子 ､小 円は Fe原子 である｡
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図 2に NdFe2の スペ ク トル を示す｡MgCu2型の構造では電場勾配 の主軸 [111] と容易

磁化方 向の関係か ら､ メスバ ウアー スペ ク トルは一般 に 4組 の磁気分裂 スペ ク トルの重ね l

合 わせ となる.Oこれ を考慮 して計算機プログラムを開発 したO解析に よれば､NdFe2では140

K近傍 で容易磁化方 向が [110]か ら [.100]方向に回転す るこ とがわか った｡図 2の80K

のスペ ク トルは 2組の磁気分裂 スペ ク トルの重ね合 わせ であるが､容易磁化方向が回転 し

た292Kでは 1組のスペ ク トルに変容 している｡PrFe2では容易磁化方向は200K 近 傍 で

[001]か ら [111]- 回転す る｡この ような容易磁化の回転 は希土類原子の 4f電子 と結晶場

の相互作用に よることを理論計算に よって示す ことがで きた 1)｡ NdFe2とPrFe2の鉄の原

子核 におけ る有効磁場 は OKで ともに192kOeである｡有効磁場の温度依存性か らキュ リー ･

温度 は530K (NdFe2)､525K (PrFe2)と推定 される｡飽和磁化の測定に よってこれ らの

物質が フェロ磁性 であるこ とが明 らかになった｡

次に､高圧 をかけて希土類原子 を圧縮 して結晶 を無理矢理合成 した結果が物性に どのよ

うに反映 しているか を図 3に示す｡ これは希土類原子のスピンに よる寄与 を差 し引いた有

効 内部磁場 とRFe2におけ る鉄 と鉄の原子 間距離の関係 を示 した ものである2'｡ 鉄原子間
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図 2 NdFe2のメスバウアースペ ク トル｡

実線は計算機 による解析結果 である｡
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図 3 鉄原子間の交換相互作用に よ

る内部磁場 と鉄 問距離グ)関係

0
の交換相互作用は約 2.59Aで最大 とな るこ とが わか る｡なお純鉄 におけ る原子間距離は

亡
2.48Aであるから､PrFe2や NdFe2の鉄の副格子ではいかに原子間距離が拡 げ られているか

お分か りいただけ るであろ う｡

以上の研究により､La,Pm,Euを除 く全ての RFe2化合物の物性が一応調べ られたことに

なる｡我 々は次の段階 として (RxR'1-Ⅹ)Fe2型合金の設計 と試作 を計画 している｡

この機会 をか r)て 日頃お世話 になっている物理部門の小泉氏 な らびにセンターの皆様に

厚 くお礼 を申 しあげます｡
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1)M.Shimotomai,H.MiyakeandM.Doyama,∫.Phys.F,to(1980)707.

2)M.ShimotomaiandM.Doyama,Hyper丘neinteractions,tobepublished.

(工学部金属材料学科 )

Rlサブセンターだより

宇宙線研 究所 におけ るRI使用 と管理

北 村 崇

サブセ ンター だ よ りの原稿 を依頼 された とき､些か蹟曙す るものが あった｡当研究所の

RI使用 は大変小規模 で､ とて も他の参考 になるような ものではないか らである｡ しか し

小規模 使用の故に､他 と違 った問題があ り､それが意外に普遍性 をもっているのではない

か と思 い返 して､ペ ンを執 った｡

宇宙線研究所 は､その前身が昭和28年 に発足 してか ら長 い間､研究者定員のない共同利

用の観測所 として機能 していた｡それで RI使用 につ いては､建物 を間借 りしている関係

もあって､原子核研究所放射線管理室の管理下 におかれていた｡ しか し実際問題 として､

過去 においては､実験場所 は乗鞍観測所のみであ り､ RI使用は共 同利用の各大学の管理

責任 の下 にあ り､観測所が核研放射線管理室 にお世話願 ったこ とはなか った と思 う｡

その後研究部 門が置かれ核研宇宙線部の人員 を移管統合 して､宇宙線研究所 として発足

した段階 では､核研放射線管理室が人手不 足であ る とい う理由 もあって､ RIの管理責任

は､宇宙線研 究所 で独 自に持 た ざるを得 な くなった｡そ して51年 9月に使用届 出を提 出 し

た｡宇宙線研究所 としての RI使用は､密封線源 を用いた測定検 出器の性能検査が殆 んど

すべてである｡その他 には､いん石研究 グループが使用す る場合があるが､これは法律上

は RIと規定 されない ような極微量の使用 である｡従 って放射線取扱主任者 としては､第

2種免状所持者 で充分 であ るが ､それ を保有 している者は宇宙線研究所には､私 しか いな

いこ とを知 っで停然 とした｡後に知 る ところによると､原子核 の低 エネルギー実験の如 き､

RI使用頻度 の高 い部 門は別 に して､使用頻度の少ない部 門 しか ない大学 では､若い人が

主任者免状 を取得す るこ とを嫌が って困っているようである｡その資格 を取 って主任者 を

担当す るこ とになる と､研 究以外の仕事が増すだけで､待遇 は良 くなるわけで もな く､お

まけに何か事故があ る と責 任 を問われ るのみであ るとい う理 由か らである｡敢 えて言えば､

RI管理業務 と研究者 とを兼任 させ るこ とに無理 があるのであろ う｡

それで も当初 は､私が名 目上 の主任者になって､事務 は他の若 い人にや って もらお うと

目論 んでいたが ､RIの使用届 出を提 出す る書類作製の経験 ある者は私 しかお らないこ と､

他 の人が本当に RI管理につ いて何 も知 らないこ とな どが解 ると､研究以外の事務 に 多 く

の時間 をさか ざるを得 な くなった｡ず っ と以前の記憶 をた どりなが ら､核研放射線管理室

の中村 さん､ RI総合 セ ンターの中村 さん と相談 しなが らや っ と書類 を提 出 した｡その後

も､ RI管理 に伴 な う書類 の管理 ､関係者 の健康管理 な どの事務 関係の仕事が増加す るこ

とに対す る事務部の冷たい反応 (と思 えた)､研究の便宜 を優先すべ きである と言わんばか

･りの研究者の反応に､.増す雑務 と共に私 自身が強い憤 りを覚 えた｡ また反面､原子力発電

や使用頻度の高い大病 院や事業所 と､我々の ように､ ミリキュ リーの RIを年 に 1- 2回

使用す るか しないかの場合 とを､同 じ放射線障害防止法 で取 り締 まる矛盾 を感 じつつ ､主
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住着 として､ どこまで厳 し くやればよいのか､迷 うことが 多い｡新聞紙上 な どで問題 とな

って騒がれ るのは､RI管理につ いて､一同の理解が高 まって結構 であるが､原子爆弾 とq

小銃弾の危険度 を､同 じレベルで問題にされ るような議論には閉 口す る｡その ような議論

は正 しいRI管理の在 り方 を発展 させ ない と思 う｡

研究所 は､ ミュー トロン実験棟 及び空気 シャワー実験棟 ､ 原子核 乾板現像室の一部 を

RI使用場所 と管理区域に指定 し､それぞれにRI貯蔵箱 を設置 している｡そ してそれぞれ

にサーベ イメー ター を配備 したOその際､所謂､ RI器具 を販売 している業者の販売価格

の高 さにびっ くりした｡器具の原理か らしてそんなに高価な筈がない｡医療器械が高価す

ぎるの と同 じような感 じである｡各部に管理責任者 を一名ずつ置いて､その人に実施上の

管理 を行 って もらっている｡それぞれの部 において､大型装置が完成 して しまうと殆ん ど

の場合 ､その責任者が年に 1回乃至 2回使用する程度であ り､量 もミリキュ リー程度 で RI

の種類 も申請許可 も6核種 ､現在保有 4核種 と少ないか ら (表 1参照)､使用届出の業務が

済んで､実際の使用状況に入ると､紛失 と密封線源の破損 を最重点事項 としてあれば､管

理上の問題は まず起 こ り得 ない｡

表 1 宇宙線研究所 で申請許可 を受けた密封線源の核種 と数量

核 種 許可 され.た数量 保有数量

241Am 2..5mCiX 2, 2mCiX 1 2mCiX 2

109Cd 3mCiX 1, 1mCiX 1 2mCiX 1

57Co 2mCiX 1

60Co 2mCiX 1

133Ba 2mCiX 1 _ 500〟CiX 1

共同利用研 として､乗等安観測所や明野観測所に､氏I使用のための貯蔵箱 を設置 してほ

しい とい う要求があるが､研究者の立場 を離れて一切 これを認めないことに しているo共

同利用 のために来 る各大学か らの RI持 ち込みは認めないに して も､当研究所 で各観測所

に RIを置 くことは可能であろうとい う議論 も､当研究所人員に､他 に主任者免状所持者

の無いこ と､その管理のための人員不足 を考 えると､法規 を守 って現地 で RIを使用す る

こ とは不可能 である｡ しか しこれは､研究者の立場か らす ると全 く不便 なことであ り､全

国共同利用研 としては､大変恥ずか しいことである｡

RI管理業務上､ もし事故 を起 こす と､研究所の業務 は全 く停止す ることとなるばか り

でな く､社会 に対す る責任 も重大 なので､研究者､事務職員､技術職 員が､一体 となって､

氏 Iの管理 に万全 を期す るよ うにあ りたい ものである｡ (宇宙線研究所)

研修 :放射線管理専 門 コースにつ いて

森 川 尚 威

東京大学におけるアイソ トープ等の管理 を･総括す るこ とはセ ンターの設置 目的の一つで

あった｡ したが って､アイソ トープ総合セ ンター規則には､RI管理 の総括が主要業務 の

一つ として挙 げ られている. 全学の RI関係 の承認 申請事務 をは じめ､ 関係機関 との対

応や フ ィルムバ ッジ､放射性廃棄物の一括契約 な ど､ セ ンターが担 当す るのが適 当 と考
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えられ る業務 は早期 に実施 しているが､関係部局の各現場の放射線管理業務 に直接関与す

るこ とは､僅かな人員で構成 されているセ ンターの担当グループに とって､かな りの重荷

であるO しか し､各現場 での異常事態の発生 を防止 し､また万一発生 した場合の有効 な対

応 を考 えるとき､現在 で きる最 も効果的なことは総合セ ンター と各部局の放射線管理業務

.を担当す るサブセンター群 との有機的な連携態勢を つ くりあげることである｡そのために

は現場 の状態 を認識 し､その対策 をともに考 える勉強会の開催が役立つ と考 えられる｡事

務局の ご配慮に よ り放射線取扱者研修 の一環 として放射線管理専門 コースが年 1回開催 さ

れるようにな り､54年度はその 3回 目に当たる｡ この研修 では実習 を重視す る必要か ら､

現在のセ ンターの設備 との関連 で参加者 を10名に限 らなければならないので､18の関係部

局か ら 1名程度の参加 を考 えで も 2回の連続開催が必要 で､当面､同一の主題で 2年連続

開催す ることに している｡汚染管理か ら始 ま り､今 回は放射性廃棄物の管理 を対象に した｡

非密封 RI取扱者に とって､ RI施設で発生す る廃棄物の処理はRI実験の 1部 として

考 えなければな らない問題 であ り､管理 に携 わるものに とっては頭の痛い問題 である｡

廃棄物 に対す る基本的な考 え方､放射性廃棄物 と一般廃棄物 との関係 ､放射性廃棄物の

分別 とRI協会 による集荷 ､原研 におけ る放射性廃棄物の処理 ､処分 ､各 RI施設におけ

る廃棄物処理のあ り方等につ いての講義 ､放射性汚染動物の処理､放射性有機液体の処理 ､

ロー タ リーエバ ポレー ターに よる放射性物質の分離､閉鎖系蒸発装置による放射性物質の

分離､乳化 シンチレー ター溶液の解乳化 と水屑分離､共沸蒸留法による トリチウム水の分

離につ いての実習､また RI協会の廃棄物処理課長 を交 えての演習等が研修 内容のあ らま

しである｡ 3月11日(JR)か ら13日休)の 3日間に実施 され､工､理 ､教養の各学部お よび原子

力､病 院､天文台か らの各 1名 と農学部か らの 4名の計10名の教官､技官の方々が参加 さ

れた｡研修 は活発な実習や討論の うちに終了 し､成果の程が期待 されている｡

研修 を顧みて､主題の とらえ方､準備 の不行届の点､18部局の関係者が同時に研イ疹に参

加 できないことな どに対 して反省す るとともに､関係部局長 をは じめ関係者各位 のこの研

修 の趣 旨に対す るご理解 と実施 に際 してのご協 力の必要性 を痛感 した｡研修 に参加す るこ

とによ り､それぞれが抱 える問題点 を見直 して､有意義 な放射線管理が各部局各施設に浸

透す るように､積極的なご支援 を心か ら願 って止 まない｡

(アイソ トープ総合センター)

トピックス

RIガ ンマ線 に よる枝豆 の品種 改良

山 口 彦 之

放射線 をうけた生物 に突然変異が生ず ること､そ して突然変異の発生は確率事象による

ことは広 く知 られている｡ この放射線の性質 を利用 して品種改良 をおこなお うとす るのが

突然変異育種 といわれ るものである｡ この場合 ､放射線あるいは放射線 と同様に突然変異

誘発作用 をもつ化学物質の処理によって突然変異 をひき起 こし､そのなかか ら有用な形質

をもつ もの を選 び出 し､その まま品種 として直接に栽培 した りあるいは交配の親 としてそ

･れが もつ優良な性質 を広 く利用 しようとす る｡ この方法は､他の性質は申し分 ないが､ 1

つの欠点 をもった品種 につ いて､その欠点 を改良す るときに優れた効果 を発揮す る｡

東北地方では､中秋の名 月を賞でるときに枝豆が欠かせ な く､中秋の名 月を ｢豆明月｣
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と呼ぶ地方が 多い ｡ とくに､山形県庄 内地方 では古 くか ら枝豆が生活 と結 びつ いた重要 な

食物 であ り､庄内では枝豆 は ビールのつ まみばか りではな ＼､黄 の まま汁の実に して豆 を

菜か ら取 り出 しなが ら食べ た り､ゆでた後む いた実 をす りつぶ して団子 に してあんかけに

した りす るO この枝豆 で代表的 な ものが タダ茶豆 であ り､白山ダダチ ャ､小真木 ダダチャ

な どい くつかの系統がある｡

栽培農家は採種の ときに選別 を入念にお こなって

いる｡ あ ま り完熟 しない うちに､ 1本の茎か ら約 6

本分枝 している株 を選ぶ｡乾燥 してか ら､二粒英 で

種実 と種実 との間が くびれ､黄 はや ､太 目で斜溝の

ある もの を選ぶ｡ さらに脱粒 した豆 のなかか ら豊円

な ものは除 き､豆の表面に凹みのあ る､いわゆるシ

ワ豆 を選 び出す｡ シワ豆 をま くと､糖 分含量が 多 く

て風味の よい枝豆が えられ る｡種実 に シワがあるこ

とと糖分含量が高いこ ととは関係が あ り､エ ン ドウ

の砂糖 エ ン ドウや ス イー トコー ンの種実 はいずれ も

成熟す る とシワがで きる｡

酒 田市の元本間農場長 ､忠鉢幸夫 さんは長期間に

わた り平 田タダ茶豆系統か ら選 抜 を繰 り返 して ｢本

間 1号｣ をつ くり出 した｡ この品種 をもとに して枝

豆の収穫期 の異なるもの を創 り出そ うとい うこ とで､

昭和52年産 の種子 に Cs-137のガンマ線 を110kR照射

した｡照射後は庄内地方の数 ヶ所の農家の畑 で栽培 選抜中の忠鉢 さん(右 )と筆者 (左 )

して､忠鉢 さんが 2年 間系統選 抜 と個体選抜 を繰 り

返 した ところ､ほぼ 固定 した とみ られ る ものが兄いだ され､それが ｢本間 5号｣ と命名 さ

れ たのである｡ この品種 は､草丈が中 ぐらい､丈夫で倒伏 しに くく､黄が大 き く斜に深 い

溝 シワが 出て､豆は糖分が 多 くや ゝ大粒 で匂､食味 とも佳良である｡ 5月中旬に まき､ 8

月下旬 に収穫す る晩生種 で､苗茎は薄緑色 で 白花 である｡10アールあた りの収益 は､米で

約20万円であるが30-40万円 と見込 まれ､転作のエー ス として注 目されている｡東京では

葵毛 の 白い枝豆が好 まれ るが ､本間 5号の莱毛 は褐色であ り､別に 白毛の もの も分離 中で

あ る｡

一昨年秋の IAEAの とりまとめによ る と､突然変異育種 に よる新 品種は36種類の作物に

わた り186品種 が登録 されてい る｡突然変 異利用 による品種改良は､ RI､放射線利用の

発展 とともに世 界に広が り､大 多数 の人たちが その恩恵に浴 している といって も過言では

ない｡ (農学部放射線遺伝学教室)

講演会要旨

森 田 右教授講演会

5月 8日午后 2時 よ り､東北大学サ イ クロ トロン ･ラジオアイソ トー プセ ンターの森 田
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右教授が "イオ ンー原子衝 突の研 究〟 と遷 して講演 された｡

同教授 の講演 は､東北大学でサ イ クロ トロンを利用 して行 われている研究 を中心 に行 わ

れた｡

サ イ クロ トロンに よ り加速 された荷電粒子 を試料に照射 した際､試料か ら放 出され る特

性 Ⅹ線 のエネルギー スペ ク トル を標準元素 Uのスペ ク トル と共に測定す る事 に よる元素分

析が行 われている｡同教授 は主に､生体 内におけ る微量元素 のガン発生に よる変動 を測定

し､ 元素 の ガ ン親和性 の研究 を進 め られてい る｡ 叉 この特性 Ⅹ線のエ ネル ギー スペ ク ト

ル を解析 し､元素 の同定及び定量 を行 う際､試料か ら放 出され る連続 Ⅹ線のバ ックグラウ

ン ドが妨害 とな り､分析精度に大 きな影響 を与 える｡ この為 この連続 Ⅹ線 の生成機構 を解

明 し､正確 なバ ックグラウン ドスペ ク トル を求め る事が重要 な課題 となる｡

同教授 は､プロ トン､- I)ウム イオ ン等 をエネルギー を変 えて ターゲ ッ トに照射す る事

に よ り発生す る連続 Ⅹ線のスペ ク トル を解析 し､プロ トンのエネルギーが 3MeV程 度 の

領域では連続Ⅹ線が二次電子制動編射により発生す.ると考 えられる事 を示 された｡又20MeV

以上のエネルギーで照射 した場合 ､連続 Ⅹ線のスペ ク トルの低エネルギー側 に更に一つのブ

ロー ドなど- クが見 られるが､これはターゲッ ト中の準 自由電子が入射粒子 の K軌道にい き

な り飛び込 み､入射粒子 に よ り軌道電子が イオン化 され ると同時に入射粒子 の クー ロン場

で制動塙射 を放 出 し､二次電子制動輯射 に よるスペ ク トルに重 なって観測 され る為 と考 え

て､ ドップラー効果に よる低 エ ネル ギー側-のずれ を補正 した理論値 と非常 に良 く一致す

る事 を Beをターゲ ッ トとして､プ ロ トンのエネルギー をかえて照射 した場合の例 を出 して

説明 された｡

次に､同大学 でのサ イ クロ トロンを利用 した RIの製造に関 しては､現在 プロ トンを用

いて､llC, 13N , 150, 18F 等の核種が主に作 られている｡ これ等の核種 は､半減期が非常

に短 い為 ､製造 と利用がほ 並ゞ行 して行 える同セ ンターの様 な施設でない と利用が不可能

である とい う欠点 を持 っている反面大量に使用 して も廃棄が比較 的容易である とい う利点

を持 ってい る｡ 又 これ等 の核種 は､主 に原子炉 を用 いて､ 中性子 に よ り作 られ る核種 と

異 り､♂+壊変 をす る｡この特性 を生か し､特 にポジ トロン核医学 といわれ る分野で現在 多

く使用 され､同分野 を飛躍的に進歩 させ るのに役立 っている と語 られた｡

終 了後質擬が行 われ､出席者 の 多 くが専 門外だった為基礎 的な質門が 多か ったが同教授

は一つずつ細か く応 じられ､短時間であったに もか ,わ らず充実 した ものであった｡

(文責 アイソ トープ総合セ ンター 森岡正名 )

学内Rl管理メモ
東京大学新規放射線取扱者講習会の

開催 につ いて

新規放射線取扱者登録 申請者 に対す る全学一括の ｢東京大学新規放射線取扱者講習会｣

の実施要項 な らびに本年度 の実施計画が下記の とお り決定 しましたのでお知 らせ します｡

なお､本講習会お よび取扱施 設 で行 う講習会の受講な らびに保健セ ンターの健康診断の

結果 に基づ き､所属部局長が放射線取扱者 としての認可 を行 うこ ととな ります｡
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東京大学新規放射線取扱者講習会実施要項

1. 日的

新規登録 申請者が密封 RI､非密封 RI､加速器､Ⅹ線発生装置等 ､放射線の取扱 いに

際 し､必要 な基礎 的事項 を習得す る｡

2.対象者

新 たに本学の放射線取扱者 として登録 申請 を行 った者の中で､業務 内容が ｢実験｣ ある

いは ｢管理 ･操作｣ である者 (｢診療｣ ｢看護 ｣ ｢管理 区域立入｣はのぞ く)

上記以外で特 に受講 を希望す る者

3.講習会の種類 とRI等の取扱 内容 との関係

講習会 は全学一括 して行 うもの と取扱施 設で行 うものがあ り､全学一括 して行 う講習会

には次の 3種類がある｡

講 習 会 名 称 RⅠ等の取扱 内容

1､東京大学新規放射線取扱者講習会 ①密封 RⅠ .非密封 RⅠ .加速器等(診機器に装備 された密封小線源等③ Ⅹ線発生装置等

(RⅠコース)

2. 〟
(小線源 コー ス)

3. //

ただ し､① と② を重複 して取扱 う場合 には ｢RIコー ス｣のみ受講すれば よい0

4.実施 時期 ､実施場所等

表 1.新規放射線取扱者講習会実施 日程表

(∋ RIコー ス

実 施 時 期 実 施 場 所 予定 人員

第 1 回､昭和 55年 9月 29日､30日 理学部化学教室講堂 約120名

第 2 回､昭和 55年 12月 2 日､3 日 // //

② 小線源 コー ス (未定 )

3)Ⅹ線 コー ス

実 施 時 期 実 施 場 所 予定 人員

第 1 回､昭和 55年 9月 26日 工学部 2号館大講堂 約120名9
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表 2.講 習 会 日 程

9:00 10:00 12:0013:00 15:00 17:00

RⅠコ

ー

ス

森~~ 受 放 射性同 位 元素富永 健 放射線の測定 休 人体 のへ影響 法令 .規定科学技術庁担当官森川尚威

9:00 10:00 12:0013:00 16:00 17:00

琴 放射線の利用氏平祐輔 安全取扱 休 安全取扱 演習

9:00 11:00 12:0013:00 15:00 17:00

Ⅹ級 受 Ⅹ線 とその応用 法令 .規定 休 安全取扱 人体への影響

5.申込方法お よび受付

本学の全学一括 して行 う講習会 日程 は上表の とお りなので登録 申請者の RI等の取扱

内容 に該 当す る講習会 につ いて ｢東京大学新規放射線取扱者講習会受講 申込書｣ に受

講希望 を記入 して所属部局事務部 を経てアイソ トープ総合セ ンター業務掛に申込む｡

希望者が定員 をこえた場合 は受講 日を調整す ること-があるO

受講 日が決定 した ら結果 を本人に通知す る｡

6.修 了証の発行

全学一括 して行 う講習会 と各取扱施設で行 う講習会 を受講 し､所定の課程 を修 了す る

と教育訓練の修 了者 として放射線取扱者手帳にその旨が記載 される0

7.放射線取扱者 としての認可

本学の放射線取扱者 としての認可は次の事項 を条件 に部局長が行 う｡

(9本学が定め る健康診断 を受講 し､放射線の取扱いに支障がない と判断され ること.

(診本学が定め る講習会 (全学一括 して行 う本講習会お よび各取扱施設で行 う講習会 )を受

講 し､その課程 を修 了す るこ と｡ただ し､登録 申請者の過去の教育歴､受講歴が､東京

大学放射性 同位元素委員会が定め る基準によ り､全学一括 して行 う講習会の各課程 を修

了す ることと同等以上 である と認め られ る場合 には認定に より､本講習会の受講 を免除

で きる｡

問合せ先 :アイソ トープ総合 セ ンター業務掛 内線2871

(アイソ トープ総合 センター)

◇喜◇♯命中cic･○書oo喜oo書○命令○喜ocic･命◇害○命○喜○○喜○○喜○*○喜○命◇喜○♯cic･*♯○喜○帝◇喜○○喜○

●共 同利用のお知 らせ

共同利用の予定

第 ⅠⅠ期 昭和55年 9月 8日～12月19日

第ⅠⅠⅠ期 56年 1月12日～3月20日 申込締切 55年 11月末 日
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昭和55年度第 ⅠⅠ期共 同利用一覧

所属 部局 責任者氏名 研 究 題 目

医 学 部 奥 村 康 免疫応答の細胞性機序

〝 飯 島 純 夫 夜光 時計組立工場 におけ る放射線管理

病 院 久木 田

工

″

〃

学

〃

〃

〃

〃

学

〃

〃

〃

″

〃

″

村 中

中 村

部 氏 平

正

耕

祐

淳 3Hを利用 しての組織 及び リンパ球培養

治 ヒス タ ミン代謝の研究

輔

下 斗 米 道 夫

西 村 肇

清

脇

川

代

福

小

飯

富

部

平

宏

量瀬

田

島 誠 一 郎

谷 次 夫

田 昭 男

嶋 稔

山 敏 道

求 健

〝 小 橋 浅 哉

〝 佐 藤 和 郎

農 学 部

肌

//

LA

教 養 学 部

//

嵐

口

十

手

五

尾

野

榎

原

茅

高

藤

秦

尚

男充

過 ;壁

男邦

夫紀冒村

〝 佐 藤 八 十 八

喜田正夫

彩乙和欣昭岡藤形田口高佐駒内川

研研研

科産微〃〃

医生応

脊髄慢性圧迫猫における脊髄内血流量の測定

メスバウアー効果の分析化学への応用

メスバウアー効果の金属学への応用

(∋植物プランクトンの分解

(af毎洋細菌による炭化水素の分解

放射性核種の地中移動

地球化学的試料の放射化分析

ラット脳下垂体ホルモンの受容体に関する研究

水産生物へのRI(3H
,
65Zn等)のとりこみ

核酸の構造

40Ar-
39Ar法による岩石の年代決定

鉱物一水系の各相への元素の分配

(∋古文化財および地球化学的試料の放射化分析

②メスバウア-分光法の無機化学､
考古化学-の応

用

③ガスクロマトグラフ用電子捕獲型検出器の改良

(彰ラジオガスクロマトグラフ法による-ロカーボン

の放射化学的研究

⑤メスバウア-散乱およびβ線分光法による固体表

面の研究

①熱蛍光線量計における環境および1国人被曝線量の

測定研究

②鉱物から溶出する天然放射性核種の定量

天然試料中の天然放射性元素の分布に関する研究

好熱性水素細菌の炭素代謝について

汚亨尼中重金属の植物による吸収

植物によるRIの吸収

ホルモンの微量定量

イオン結晶中の陽電子消滅

藍藻の脂肪酸合成と温度

植物酵素によるCO2固定

筋小胞体膜のイオン透過機構

子 放射線の環境-の影響

丸 工業製品の放射能測定

男 細菌 DNAの Hybridization

哉 Pseudomonas属細菌によるLauricAcidのα水酸化

彦 月旨肪酸合成酵素の活性部位 の検索

ll
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応 徴 西研

〝 鈴 R
l

チE;

EBl

敬

出

〝 大 石 道 夫

物 性 研 本 田 雅 子建

海 洋 研 大 森 正 之

RIセンター 森 川 尚 威

〝 宮 地 重 遠

以上 第 Ⅰ期 よ り継続

医 学 部 森 茂 郎

病 院 立 花 新 太 郎

工 学 部 熊 谷 幹 郎

理 学 部 代 谷 次 夫

農 学 部 和 田 秀 徳

〝 今 井 勝

教 育 学 部 跡 見 順 子

以上第ⅠⅠ期新規 申込

NK細胞活性 の研 究

制癌剤耐性癌細胞の細胞膜変化

DNA修復機構

フィ ッション トラ ックに よる年代測定

藻類 の 14C-ア ミノ酸分析

①放射性 同位体 を用 いる鋼 中軽元素 の挙動 に関す る

研究

② トリチウム と有機化合物の反応

14C一化合物の生合成

メラ トニ ン合成酵素 の測定

末梢神経の軸索流

沿岸底泥 中の硫化物生成速度

トリチウム生物効果実験装置､ とくに トリチウム除

去処理装置の開発研究

植物一土壌系の微小部位 におけ る物質代謝

高等植物 の光合成

トレーニ ング糖脂質代謝

●アイソ トープ総合センター日誌

昭和55年 7月 2日 東京農工大学学生セ ンター を見学

〝 7月11日 第 Ⅰ期共同利用終了

〝 7月12日 国立大学アイ ソ トープセ ンター長会議 (臨時 )[於文部省]

〝 7月18日 本妻即消 防署立入検査

〝 〝 東京電子専 門学校診療放射線科学生セ ンター を見学

〝 9月 8日 第 ⅠⅠ期共同利用開始

共 同利用 ガイダンス実施

R I教育訓練の実施

昭和55年 6月30日､ 7月 1日 理学部植物学教室 3年生

〝 7月15-17日 液体 シンチ レー シ ョン測定法講習会

● 人 事 消 息

○人事異動

配置換 (55.4.1)

事務官 松 永 茂 (セ ンター会計掛 ) 理学部用度掛-

事務官 吉 田 農 夫 男 (理学部司計掛 ) セ ンター会計掛-

採 用 (55.7.1)

技 官 中 村 由 美 (セ ンター業務掛 ) 放射線管理業務担当

○海外 出張

仁木セ ンター長 (55.8.22-55.9.13)
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国際 ポー ラログラフ ィー会議 出席及び工 業分析 に関す る調査

(チ ェ コスロバ キア 他 2ヶ国)

○セ ンター長事務代理 (上記期 間)

森川尚威助教授 (RIセ ンター )

●委員会だよ り

oR Jセ ンターの将来計画検討臨時委員会

6月10日(JR) 仁木セ ンター長 お よび吉沢(医)､駒嶺 (理 )､大野 (物性研 )､田中(核研う､

森 川(RI)の各運営委員に よ り第- 回を開催

議 題

RI総合 セ ンターの将来計画

○運営委員会 (第33回)

7月21日(月)開催 ､議事 次の とお り

(報告事項 )

1.昭和55年度 第 Ⅰ期共同利用につ いて

2.RI研修 について

3.昭和56年度概算要求 につ いて

4.昭和54年度会計報告

5.その他

(協議事項 )

1.昭和55年度第ⅠⅠ期共同利用 につ いて

2.昭和55年度予算配分 (第 2次 )につ いて

3.全学新規放射線取扱者教育訓練につ いて

4.次期 セ ンター長選 出につ いて

5.その他

○セ ンターニュース編集委員会 (第44回)

5月16日蛤)開催 ､議事 次の とお り

1.VOL 11､N0.1の準備状況

2.VOL 11､NO･2の企画

3.その他

○セ ンターニュース編集委員会 (第45回)

7月28日(月)開催 ､議事 次の とお り

1.VOL ll, N0.2の準備状況

2.VOL.ll, N0.3の企画

3.その他

13
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目 次

キュ リー夫人の生 まれた国 藤原邦男- 1

研究紹介
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R lサ ブセ ンターだよ り

宇宙線研 究所 におけ るRI使用 と管理

研修 :放射線管理専 門 コースにつ いて

トピックス

RIガンマ線 に よる枝豆 の品種改良

講演会要 旨

森 田 右教授講演会

学内 R l管理メモ

東京大学新規放射線取扱者講習会 の開催 について

共同利用のお知 らせ

アイソ トープ総合 セ ンタ一 日

人事消息

委員会 だ よ り

北村 崇- 4

森川尚威-･5

山口彦之- 6

森 岡正名- 7

8

10

12

12

13

(編集後記)

薬学部 の放射線取扱主任者になって､は じめてセ ンターニュースの存在 を知 っ

た｡経験豊か な諸先輩に よる巻頭言に始 ま り､テ クニ カル ノー トや トピックスな

ど､面 白 くためにな る記事 を見つけ るのに苦労 しない｡

発刊10年 をへ て､単にセ ンターの存在 を知 らしめ るこ とか ら､共同利用者の専

門的な研 究紹介に まで成長 して きた蔭には､歴代編集委員の方々やセ ンター職員

の皆 さんのたゆ まぬ努 力があったか らだ と感心せ ざるをえない｡

他方 ､ これだけの もの をどれだけの人が知 っているのであろ うか､.そ して どこ

まで読 んで くれてい るのであろ うか とい う疑念 もいだいている｡

セ ンター関係者お よび一部の RI管理 に携 わ る人達 の 自己満足に終 わ らせず､

もっ と広 く学 内で RIを使用 している人々に も読 んで もらえるようにす るには ど

うした らよいのだろ うと､外装工事 で外界 と遮 断 された研究室で汗 をふ きなが ら

ぼんや りと考 えてい る｡ (花 岡)

東京大学アイソトープ総合センターニュース Vol.ll.No.2 1980年 9月15日発行 編集発行人 野暮祐治郎
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生命現象 とアイソ トー プ

今 井 陽

生物の体内ではいろいろ複雑な物理学的､化学的変化が絶え間な く進んでいる｡ この物質

の変化 の過程 を代謝 と総称す るのであるか ら､代謝は生命現象の基本 を示 しているとも言

えよう｡

アイソ トー プが生物学の領域へ導入 され る迄は､ある時点におけ る組織での物質の量は

測れて も､変化過程 を追及す るこ とは容易ではなか った し､その代謝量 を見 ることは もっ

と難か しいこ とであった｡ その頃 を道路上の車 でた とえると､車の総 台数 は測れて も､駐

車 してい るもの と走 っているもの を分別 で きない し､右へ走 るのか左へ走 るのかの区別 も

難か しい し､走 る速度 も極めて大 まか な単位 に よる推定 しか不可能 であった｡

アイソ トー プの利用に よって これ ら生物学上の難点が次々 と解決 されて行 くのであるが､

それで も第二次世 界大戦の前には標識に使用 された同位元素 は重金属かせ いぜ い重水素 で

あった.戦後 Schoenheimer一 門な どの努 力に よ り代謝過程 の追及にはアイソ トープが必

須 であるこ とが世 界各国に認め られ､使用アイソ トープ も 14C,3H をは じめいろいろな核

種 で標識 された化合物が国際的に比較的容易に入手で きるようにな り､アイソ トープ測定

機器 も開発 ･改良 された｡ こうして1960年代頃迄 に生体 内で営 まれ るほ とん どの代謝系に

つ いて､その経路の概要が明 らかに され るようになったのである｡例 えば炭素数 2個の酢

酸か ら炭素数27個 の コレステロールに至 る二十数段階に及ぶ反応序列が明 らか とな り､そ

の一つ一つの反応段階に働 く酵素 も次々 と分離 ･精製 され､反応機構 の解析 も行われ るこ

ととなった｡ この際興味あ るのは原始的な生物か ら晴乳動物 に至 る迄 ､反応序列や各酵素

の反応機序や その酵素の細胞内所在は､ほぼ同様の傾 向 を示す こ とであった｡

しか し研究の進展につれて､代謝や その調節 に種属差 ､年令差 な どが あるこ とも明 らか

になって来た｡例 えば原始的な生物 と進化 した生物の間にある大 きな相違の一つに分子状

酸素 の利用が ある｡原始的 な生物 は酸素 を利用で きず､例 えば酢酸か らス クア レン迄 しか

作 られないが ､進化 した生物 ではス クアレンに酸素 を添加 してス クア レンエ ポキシ ドを作

り､後者 は更に何段階 も酸素 を利用 して コレステロール を作 り､さらに胆汁酸や ステロイ

ドホルモ ンへ と変化す るのである｡

こ うして､た とえ原始的な生物 であって も代謝 とその調節 は興味 をひかずにはおれない

のであるが､ とくに進化 した生物 ではそれぞれの細胞 ･組織が分業 して高度 な代謝活動 を
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営み､全体 としての円ラ骨な進行のた紬 二は相互の密接な協調 と調節機構が必要 で､生命現象

は ます ます複雑 となって くる｡

健康 である ときは､われわれが気がつかない うちに も､細胞 .組織 内外での正確 な協調

●が ご く自然に営 まれ るの であるが ､ もし歯 車の一一-一つが狂 うと全体の活動に変調 をもた らし

､､病気〟 となってしまう｡ とくに最近はこの ような外因によらない病気､癌､動脈硬化､脳卒

中､心 筋碩塞 な どで死亡す る割合が全死亡例 の過半 を占め る.よ うになった.) これ らの内

因で生ず る病気には必ず重大 な代謝 異常 ､ もしくは調節 異常があるはずである｡

こうLて健康 と病気の差､年令差 ､性差 な ど桶主遠点の本質 を探 るべ.く研 究が進むにつれ

て､ある酵素作用の調節は同 じ細胞内で も他の部位 にある園子に よ り､あるいは他の細胞･

毒温織の因子に よ り､換言す ると他の代謝 系に よって一一層重大な影響 を受け ることが明 らか

に されて来た｡外因性代謝調節 の研究は ､た とえばホルモンな ど微量物質の特典的検出 と

定 量の ラジオイム ノア ッセイ､ 外部因子 と目的細胞の受容体 との結 合ノ性の強弱 ､ 外的因

子の影響 による酵素量の変化な どな ど､いずれ もアイソ ト-プ実験 で確かめ るよ りないの

である.,

こうして代謝調節の追及が板めて緊急 ･重大である ことか ら各領域の研究者が意欲的な

研究 を推進 ･発展 させ ､ また深 く堀 り下げ られ､知見は 服耀的に増 し､また精細 となって

きている｡ これ らの研究 の進展 にアイソ トープの果 している貢献 は限 りな く大 きい｡

なお､60Coなどの照射 は痛 な どの治療 に用い られ､ また患部組織の造影にア イソ トープ

使用が成功 している例 も多い｡一方 ､放射線障害の研究 にア イソ トープ照射が欠かせ ない.

こ うして生命現象や その 異常化機構 の解 明､異常現象の改善の研究や実周に､いまや アイ

ソ トープはな くてほな らない もの となって来ている｡

ト化海道大学ア イソ トーーープ総 合セ ンター1-長 )

..==膵.I.I. 粒子力口達者削こよる癌 治療
きJJ･ L..と き上 1＼-

頃 本 澄 彦

癌の発生率 は寿命の延 び と平行 して着実 な延 びを示 している｡,癌 の治療法は外科療法､

放射線療法 ､化学療法が主体 となってお り､免疫療法や ､最近注 目されている温熱 (加温)

プ寮法は これか らの発展が期待 されているが､まだ主体的 な もの とはいえないO

癌の放射線治療は1895年のX線の発見以来試み られているが本格的な治療か始め られた

のは第 2次大戦後 といってよい,,すなわち戦後間 もな くmegavoitageの時 代 とな り､60Co

の遠 隔照射装 置が開発 され､高エネルギー電子線治療装置が開発 されて放射線治療成績が

非常に向上 し､痛治療法 の大 きな柱 となるに至 った｡ しか し一一万では従来か ら用い られて

いるⅩ線､ ガンマ線､電子線に よる治療 では､なかなか治癒 困難な癌 もあ り､これ らの放

射線による癌 治療に限界が見えていることも確かである｡そこで これ らの放射線の持つ欠

点 を補 い､今 まで治癒 困難だった癌 の治療 を可能にす る もの として新 しい粒子線の放射線

治療への導 入が考えられ るよ うになった｡

ここで新 しい粒子線 というのは､加速器か ら得 られ る､ 速 利 生子 ､陽子 ､方[帥 針子･､重

イオン (炭素 ､ネオン､アルゴンな ど)の ことを指 してい る｡ これ らの粒子線の特長は､

物理学的には Braggpeakを形成す る (速 中性子 を除 き ノために､体の中にある癌 にと~~
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ム を集 中できるこ とで､従 って正常組織に対す る損傷 を少な く抑 えるこ とがで きるこ とで

ある (図 1参照)｡次に生物学的には､陽子 はⅩ線 ､ガンマ線 な どの効果 と変 ることはない

が ､速 中性子 ､方中間子 ､重 イオンは､次の ような優れた効果 を示す｡すなわち､

0 2 4 6 8 10 12 14 16 18 20

水 の 深 さ

図 1:種々の放射線の depth-dosecurve

(Heイオン､陽子､7t中間子についてはピークの巾を 4cmに広げてある)

1.照射 を受けた細胞の放射線損傷か らの回復が少ないこ と｡

2.同 じ生物効果 を得 るのに､X線等に くらべて少ない線量でよいこと (RBE*1が大 きい)｡

3.癌組織の中に20-30%は含 まれているⅩ線等に非常に抵抗性 の低酸素細胞に対す る致死

効果 の高 いこ と (OER*2が小 さい)｡

4.Depth-dosecurve (図 1)で示 されているplateau部分の生物効果が peak部分 よ りも

小 さいため､peakを癌 の大 きさに合 わせ て照射 をす る場合 ､正常組織 に対す る損傷 は､

peakとplateauの物理 的線量の割合か ら推定 され るもの よ り小 さ くなる｡す なわち治療

効果比 (TGF*3)が大 き くなる｡

5.癌細胞は､分裂期 (M 期 )- Gl(Gapュ)期 - DNA合成期 (S期 )- G2(Gap2)期 -

M期 というように細胞周期 を廻 りなが ら増殖 しているが､細胞が どの期にあ るかで､Ⅹ線

等に対 しては､その感受性が大 き く異 って くるが､速 中性子 ､方中間子 ､重 イオンに対 し

ては細胞周期 の時期 による感受性 の大 きな違 いは示 さない｡

以上 の ように新 しい粒子線は､従来か ら治療 に用い られている放射線にない種 々の利点

が あ り､そのために､痛 の発生母地や部位 ､或 いは､癌 の性状 ､組織型な どで､今 まで治

療 困難 とされていた癌の治療が可能 になる と期待 されている｡

筆者 らは数年前 よ りカナ ダのバ ンクーバーにあるTRIUMF (7T中間子研究施設)及び､

ア メ リカのロー レンスバー クレイ研究所に於 て､方中間子 ､重 イオンの動物腫壕 に対す る

効果に関す る共同研究 を行 ってお り､上記の種 々の生物効果 を確認 しつつ ある0-万では､

今 までに得 られた基礎的デー タをもとに試験的な臨床応用 も始め られている｡すなわち､

以上 の粒子線の うち速 中性子 に よる治療が最 も早 く試み られ､現在､世 界の十数 ヶ所で治

療 が行われている｡陽子による治療はアメ リカ､スウェーデン､ソ連 で行 われてお り､､7t中

*1 RelativeBiologicalEffectiveness *2 0xygenEnhancementRatio
*3 TherapeuticGainFactor

3
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間子治療 はア メ リカ (LAMPF)､カナ ダ (TRIUMF)､スイス (SIN)､又､ 重 イオンは

ア メ リカ (LBL)で開始 されている｡これ らはいずれ も試験的な治療 であって特 に陽子 ､

7E中間子 ､重 イオンに関 しては､基礎 的研究 も平行 して行われてお r)､これ らの粒子線の

臨床的効果が確認 され るには､ もう少 し時間がかか ると思われ るので､本格的治療開始には

まだ数年 は要す るだ ろ う｡ (医学部放射線基礎 医学教室 )

テクニカ ル ･ノ ー ト

二次元ペーパー クロマ トグラフィー

に よる 14C一有機化合物の放射能測定法

宮 地 倭文子 ､ 木 村 浩 子

先に､二次元ペーパー クロマ トグラフ ィーに よって分離 した放射性化合物 の放射能 を､

濾紙上にGM 管 を密着 して計測 した場合の定量性 につ いて予備的な報告 をした (本誌 5(4)､

1975)｡ その際は､ クロマ トグラム原点に残 る "不溶性物質〝､ア スパ ラギン酸 ､ グル タ ミ

ン酸 ､ リンゴ酸 につ いて､ GM 管による計測値 とそれぞれのスポッ トを切 りとって液体 シ

ンチ レー シ ョンカウンター で計 測 した値 との比較 を行 った｡ またスポ ッ トの測定例数 も充

分 とは言い難か った｡今 回は､スポ ッ トの種類 ､測定例 も前回 よ りふや し､放射能測定 も､

(a)GM 管 を濾紙のスポッ ト上に密着 し､次に(b)スポッ トをシンチ レー ターの入ったバ イア

ル中に浸 し､液体 シンチ レー シ ョンカウンターで測定 し､最後に､(C)この滅紙切 片 をシン

チ レー ターか らとり出 して乾燥後 ､サ ンプルオキシディザー を用いて燃焼 し､生 じた 14C02

を､オキシディザー専用の吸収剤及び シンチ レー ター中に吸収溶解 した後､液体 シンチ レ

ー シ ョンカウンター を用 いて計測 した｡得 られた結果 を簡単 に報告す る｡

材料 と方法

14C一有機化合物 を得 るために､ Chlorellauulgan'sllh細胞 を用 い､南平 なガラス製照

射容器 (ロ リポップ)中で 3m､M NaH14C03を与えて20分間光合成 (照射光強度 2×24,000

1ux)させ ､4倍量の メタノール中で反応 を停止 した (最終濃度80%)｡ この細胞の メタノ

ール懸垂液 をその ままエバ ポ クイ ックを用 いて､減圧濃縮後 ､ワ ッ トマ ンNo.1及び 3MM

痛紙Jこスポッ トし､二次元ペーパー クロマ トグラフィー を行 い､オー トラジオ グラム を作

製 したのは､前 回 と同様 である｡

まず クロマ ト滅紙止 の各放射性スポッ トを適当に切 り取 り､ GM 管 (ア ロカH-5001)を

スポッ トに重ねてカウン ト (測定値 a)した後､ トルエ ンシンチレー ター (4gPPO,0.1g

POPOP,トルエン 1E)10mEを含むバ イアル中に浸 し､液体 シンチ レー ションカウンター

(PackardTri-Carb3380)で カウン ト (測定値 b) し､ この液紙 を取 り出 して乾燥後 ､

14C-濾紙 片に普通の濾紙 を加 えて約0.5-0.6gとし､コンパス トコー ン-入れて､セルロ

ー スパ ウダー をふ りかけてサ ンプルオキシディザー (PackardTri-Carb306B)で燃焼さ

せ ､生成 した 14C02 を CO2吸収剤 (Carbosorb)9mE､14C用 シンチレー ター (Perma貝uor-

Ⅴ)15mEを加 えて吸収 し､再 び液体 シンチ レー ションカウンターで測定 (測定値 C)した｡

結果 と考察

表 1に示 したように､ワッ トマ ンN0.1を用いた測定値については､Insolubleを除き､波紙

上 に GM 管 を置 いて測定 した値 (a)と､櫨紙 をシンチレー ターに浸 して測定 した値 (b)及び



5VOL.llNO.3 1980.12.15

表1. 種 々の測定法 によ る各スポ ッ トの放射能測定例

(1)ワ ッ トマ ンN0.1を使用 した場合

cpm (a) cpm (b) cpm (C) 測 定 値 間 の 比 率

オキシディザー

GM 管で測定 液 シンで測定 液 シンで測定 b/a c/a c/b

4

8

0

0

1

3

8

4

1

1

2

9

5

3

0

5

6

2

2

3

2

1

3

3

3

4

3

3

3

3

3

3

3

3

1⊥
l

1

1

l

｢⊥

l

｢⊥

｢⊥
l

1

1

1

1

1

l

1

9

1

7

1

6

6

1

5

0

0

1ユ

2

1

1

6

0

6

1

6

5

5

3

2

3

4

9

9

2

6

4

3

4

1

5

3

2

2

2

2

4

4

4

3

3

4

4

4

4

3

4

4

7

5

8

0

4

0

2

1

8

8

0

3

6

4

6

3

6

5

0

9

1

0

2

1

3

7

9

2

3

2

2

6

0

3

2

2

1

2

2

3

3

3

2

2

3

3

3

3

2

3

3

43070

43070

25940

21600

387230

17890

73680

30690

24210

50250

134990

25890

88640

112180

33180

60660

62530

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

∩)
0

0

0

0

5

5

1⊥
5

5

2

5

2

3

8

7

6

3

6

0

8

5

6

7

0

0

6

4

3

8

2

3

5

6

5

2

5

8

0

4

3

0

8

4

3

3

2

7

8

2

8

5

4

5

4

6

3

3

2

1

3

1

5

2

1

3

0

1

6

8

2

4

4

3

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

5

5

1

6

2

2

1

9

2

9

1

6

1

0

6

8

7

3

6

0

8

4

4

7

6

6

2

2

5

0

6

9

4

3

1

1

｢⊥

6

1

1

3

2

2

1

｢⊥

l

点

ク エ ン 酸

アスパ ラギン酸

リ ン ゴ 酸

ア ラ ニ ン

糖ン′ ヨ

(2)ワ ッ トマ ン 3MM を使用 した場合

cpm (a) cpm (b) cpm (C) 測 定 値 間 の 比 率

オキシディザー

GM 管でう則定 液 シンで測定 液 シンで測定 b/a c/a c/b

2
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櫨紙 を燃焼 した後 14C0 2をシンチレー ターに吸収 させて測定 した檀 (C)の比率 (b/a及びC/a)

は､ それ ぞれ大体一定 の値 が得 られたの で､ どの測定法 で も大体定量的な結果が得 られ

る と考 え られ る｡原点につ いては､前回は b/a比が他 のスポ ッ トのお よそ 1/2であったが､

今 回は 2/3位の値 となった｡ この理由は､前回は原点に約 2.5mg(d,W)の藻体 をスポッ トし

たのに､今 回は約 0.6mg(d.W)しか スポ ッ トしなか ったことに よるも1の と考 え られ る｡そ

こで原点の放射能 をGM管測 定値か ら正確 に求め るためには､各実験者の予備実験に よっ

て､各測定法 に よる比率 を求めてお くこ とが必要 である｡

ワ ッ トマ ン癒紙 3MM を用 いた結果につ いては､GM管による測定感度は､N0.1を用 い

た場合 の 1/2位に低下 した｡今 回の実験 では原点の外､ リピ ドの測定比率 (b/a叉はC/a)

が低 くなった理 由は不 明である (た またま濾紙の表面近 くに吸着 された為 aが大 き くな り､

クロロフ ィルの クエ ンチ ングのため bが小 さ くなったことによるか も知れない)｡ しか しオ

キシディザー と液 シンの比率 (C/b)はN0.1とほぼ等 しいので､液シン測定 をす るこ とに よ

って､3MM の ような厚 い櫨紙 の放射能 も大体正確 な測定値が得 られ ると思 う｡

結 論

以上 の結果か ら､ワ ッ トマ ンNo.1濾紙に､14Cでラベル した クロレラ細胞 をスポッ トし､

二次元ペーパー クロマ トグラフ ィーに よって､14C一化合物 を展開 した場合 には､展開距離

にかか わ らず ､ GM管 を放射性 スポッ ト上にのせて計測す るこ とに よって､大体正確 な放

射能 を求め られ るこ とは明 らか である｡原点につ いては､他のスポ ッ トよ り相対的に高い

放射能が得 られるが､この比率は､スポ ッ トした細胞の乾量に左右 され るように思われ る｡

ワ ッ トマ ン 3MMを用いて同様な実験 を行 った場合 には､大体 同 じような結果が得 られ

た｡但 しこの場合 ､ GM管による測定効率 はN0.1を用いた場合 よ りも著 し く低下す る｡従

って 多量の塩分 を含 んだサ ンプル等 をスポ ッ トしなければな らない場合 は､3MMを用 い

て展開 させ ､長時間 フ イルム コンタク トさせ た後 ､スポ ッ トを切 りとって､オキシダイザ

-で燃焼後､液 シン測定 をす るこ とに よって正確 なデー タを入手 で きると思 うO何れの場

合 に も､ GM 管 を用いるよりも､濾紙 をシンチレー ターに浸 して液体 シンチ レー シ ョンカ

ウンターで測定 した方が効率 が よ く､濾紙 を燃焼 して 14C02をシンチ レー ターに吸収 させ

て測定 した場合には､ もっとも高 い効率 が得 られ る｡(オキシディザー及び液 シン測定の際

は当セ ンターの中村愛子 ､細川麻理子 ､両氏の御協力 を頂 きましたこ とを感潤すします｡)

(アイソ トープ総合 センター )

RIサ ブセ ンター便 りの終 りに

- 非密封 RI施設の現況 と問題点-

中 村 愛 子

RIサブセンター便 りが始 ったのは､昭和50年 3月の Vol.5N0.3である｡以来､昭和55

年 3月の Vol.10N0.4まで 5年 間16回にわたって､各部局の RI使用状況 と施設 ･管理

等の特徴や問題点が紹 介 された｡執筆者は各部局 でこの件の中心 にある方々であったので､

その意 見や示唆は貴重 な ものであ り､叉､立場 に よ-)て少 しづつ紹介のポイン トが異なる

の も興味深 く読 まれ た ものである｡ この シ リー ズをひ とまず終 るにあたって執筆 を求め ら

れたので､私の 目で捕 えた東京大学の施設の近況 と合わせて所感 を記 させ て戴 くこ とに した｡

東京大学施 設の現況であ るが ､現在､放射線関係施 設は表 1の通 りである｡ これでみ る
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表 1 東京大学の放射線関係事業所

部 局 事 業 所 使 用 の 内 容

医 学 部 仝 左 非密封 密 封

// 動 物 実 験 施 設 //

病 院 仝 左 辛// 密 封 加速器

分 院 仝 左 *// // //

工 学 部 仝 左 〝 〝 核燃料

// 付属原子力工学研究施設 〝 〝 原子炉 .加速器

理 学 部 仝 左 // //

農 学 部 仝 左 // //

教 養 学 部 仝 左 // /∫

薬 学 部 仝 左 // //

医 科 学 研 究 所 仝 左 // //

// 付 属 病 院 辛// // 加速器

生 産 技 術 研 究 所 仝 左 // //

// 千 葉 実 験 所 // //

応 用 微 生 物 研 究 所 仝 左 // //

原 子 核 研 究 所 // 〝 〝 加速器

物 性 研 究 所 // 〝 〝 核燃料

海 洋 研 究 所 // // //

// 研 究 船 白 鳳 丸 //

宇 宙 航 空 研 究 所 仝 左 〝 密 封

// 鹿児島宇宙空間観測所 // //

宇 宙 線 研 究 所 仝 左 // //

アイソトー70総合センター ∫/ 非密封 〝

原子力研究総合センター // 〝 〝 加速器 .核燃料

*診療 目的の使用 を主 としている｡

と未紹 介 は ､診療施 設 を除 けば工 学部 付属 原子 力工学研 究施 設 と医科 学研 究所サ イ クロ ト

ロ ン (それにア イ ソ トー プ総合 セ ンター ?)位 だ ろ うか｡サ ブセ ン ター の定義 は､実 の と

ころ定か でないが ､ これ らは どれ もサ ブセ ンター の categoryには納 らない施設なので､何

れ別 に機 会 を得 て紹 介 され る もの と思 う｡

ところでサ ブセ ンター便 りが掲載 され た 5年 間の ､学 内放射 線関係施 設の増設 の主 な も

の は､次 の とお りであ る｡

昭和51-52年

原子 力工 学研 究施 設 (東 海 )に核 融合 ブ ランケ ッ ト棟新 設 と加速 器 の導 入｡

昭和52年

分 院 に放 射線 治療棟新 設 と治療 用 ライナ ック導 入｡

昭和53年

医学部実験動 物施 設｡

理 学部放射性 同位 元素研 究室 (2号館分室 )新 設 (同時に 旧施 設廃 止 )｡

昭和54年

医科学研 究所 ア イ ソ トー プ室 (3号館分室 )新 設｡

以上 の他 に51年 には宇 宙線研 究所が届 出事 業所 として加 わ り､52年 には宇 宙航 空研 究所

の打上 げ ロケ ッ ト追跡用 レー ダー に 3H 線源 内蔵 の TR リミッタが取 付 け られ新 規事 業所

に な った こ と等 であ ろ う｡ この 内 ､原子 力工 学研 究施 設 と分 院は別 と して ､実験動物施 設 ､

理学部 2号館分室 ､医科研 3号館分室は､いずれ も従来の RI施 設に比べ 比較 的広 いスペー

ス を得 るこ とが 出来 たが ､残 念な こ とに その 中に設備 す る装 置や 測定器が伴 なわないため

7
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に機能 を充分発揮 で きない現状 の施設 もある｡

一方 RI利用状況 を知 る 目安 とな る放射線取扱者 (但 しⅩ線関係 も含む )数 は､ここ数

年約3000名 で ほぼ一 定 で あ るO この こ とは R I使 用施 設が ､ 自然科学の分野 を持つほ

-とん どの部局 に備 わ ったこ とと相 まって､ RI利用が技術的に も内容 的に も､研究活動 の

中に定着 したこ とを示 している と思 う｡特 に生化学分野 では､標識化合物の トレーサー利

用が ご く一般 的手法 として研究 に取 り入れ られている｡ この ことは､その分野の研究設備

一式が RI施 設に も必要 となるO現状 は規制 を守 り研究 をあ きらめ るか､あ くまで研究 を

遂行す るかの選択 に､屡 々行 き当るこ とになる｡

もっ とも10年 前の RI施 設は､研究設備 はフー ドと実験 台のほかは放射線測定器が主で

他は遠心機 と天秤位 しかないことも珍 しくなかった｡今は超遠心機 ､各種培養装置 ､フラク

シ ョンコレクター ､ガス クロマ トグラフ等々が持込 まれている施設 もあるものの､こ うし

た場合 は､置 き場所 としてのスペー ス面で苦労が 多いようである｡

最近注 目の DNA 組替実験 に RIを使用 したい との希望 も多 く､さきの医科研 3号館分

室はこ うした計画に基づ いて設置 され､叉､薬学部 で も同様 の計画が実施 されつつ ある｡

一方理工学分野では､ メスバ ウア- ､ポジ トロン､環境放射能測定に関心が集 ま りつつ

あるよ うで､特 に メスバ ウア-は ここ数年学 内での台数 を増 して来ている｡

台数が増 えた ものでは ECD付ガスクロマ トグラフがあ り､医 ･薬 ･農 ･理 ･工学部 な ど

に約20台が置かれている｡

生物系 ･理工系共通の もの として核融合 に関連 した3H の生物影響 あるいは安全研究が

関心 を集めてい る｡原子 力工学施設の核融合 ブランケ ッ トも関連す る 1つ で＼ある｡

こうした研究の場 としての施 設､特 に非密封 RI施設は施設の面積 を増す こ とが 困難で

ある上 に､研 究者の数 は 多 く､管理面の苦労が 多いO更に施 設には設置年 月が旧 く､- 木

製のフー ドや建具 ､タイル張 りの壁面や水 まわ り等 一一残 っている ところもあ り､排気 .排

水設備は幾度か手が加 えられているものの､新設施設 とは大分趣 きが異なっている｡ こうし

た施設では､実験す る者に も管理に携わる者に も負担が大 きいが､なお第三者に点検 され る

と不備が 目立つ｡今年 は応微研て､施設の一部改修があ り､又病 院 も改修 を計画 中であるな ど､

旧い施設の手直 しは少 しづつ行われているが､全体の数か ら見て､ まだ まだ時間が掛か りそ

うであ り､現状の施設では安全 を確保出来ないと判定 されて､使用中止になっているもの もある｡

非密封 RI施 設は､排気 ･排水設備 と内部設備 が､機能維持の重要 なポイン トである｡

一般 の装 置や設備 の償却が10年 であることを考 えると､排気 ･排水設備や 内装等が ､他の

｢施設｣ と同様の数十年の耐久性があるとは考えられない｡新顔のアイソ トープ総合センター も､

サブセ ンター便 りのス ター トを切 った (当時はサブセ ンターの中で新 しか った)海洋研施

設 も設置 されて10年が経過 した｡ これか らは面積 的な不足 もふ まえ乍 ら､現有施設 とそこ

に装備 されている設備 ･機器等の更新 整備が重要 な課題 であろう｡

一方施 設管理 の人手不 足は どこで も問題 である｡人手不足 とい うこ との他 に､ RI管理

を特殊 な分野 として特別視す るあま り一 言いか えれば 自分の仕事 ではない し､第一判 らな

い - と言 うこ とで､不幸 に も (?)担当させ られた者に総て を委ね る一一 否､押 しつけて し

まう一 風潮があ りは しないだろうか｡担当者がた またま技術職 員であると､専 門職 とい う

こ とで終身釘づ け同様 の扱 い とな るのは良いのだろ うか ?

最後に今一つ の課題 は RI廃棄物 である｡有機廃液の処理 は､ここ数年継続 し大 きな関

t心事 であったが ､ ようや く現実 の処理手段 が公開 されつつ ある｡東京大学 で どう対応す る

か ､ア イソ トー プ総合セ ン ター も含めて今後の課題である｡叉､同時に他 の RI廃棄物に

つ いて も楽観は出来 ない よ うである｡ (ア イソ トープ総合セ ンター)
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液 シン測定法 (専 門コース)講習会受講の感想

横 山 正

昭和55年 7月15日か ら17日までの 3日間､当セ ンターで開催 された液体 シンチ レー シ ョ

ン測定法講習会 を受講 した015日は石 河 ･樫 田 ･森川先生プ封こよる講義 ､16日は実験､17

日は石 河先生 に よる講義 と森川先生 に よる演習 とい う内容 であった｡

第- 日目は講義の 日であ り､私 は以前に､液体 シンチ レー シ ョン測定に関す る本は読ん

でいたが ､生の講義 を受 け るのは初めてであ り､諸先生方の講義 内容が理解 で きるか どう

か不安 であった｡ しか し､案ず るよ りも生むが易 しで､大変 に分 りやす い講義 であった｡

特 に､シンチ レー ター溶液の組成等の知識は本に よって も得 るこ とが で きるが､それ を自

分 の実験 に適応す るのが どうも今一つ不安 であったが ､先生方に よる講義 に よ り納得 させ

られ､一安心 とい う気持 ちになった｡

第二 日目は実験 であった｡内容 は大 き く2つ に分け られた｡一つは､液体 シンチ レー シ

ョン測定法の基礎 となるバ ランスポイン トの決定の仕方や 14C QuenchedSTDを用いてのク

エ ンチ ングに よるスペ ク トル移動 を観察す るとい うものであ り､他 の一つ は､実際に様々

なサ ンプル を用い試料調製 を行 い測定す る とい うものであった｡前者 は本 当は測定す る前

に行 わなければな らない手練 きではあるが ､なかなか 自分 1人では行 わない ものであ り役

に立 った｡後者において も乳化 シンチ レー ターの便利 さを認識 し､0Xidizerの使い方 を覚

え､ さらに､これか ら重要 にな る有機廃液の処理 法を経験 し有益 であった｡特 に､実験 に

際 しては当セ ンターの研 究員の方々が総 出で我々に対応 していただ き､手 と り足 とりの感

が あ り､真に有難 く感 じました｡又､前 もっての実験の準備 お よび､予備実験等の御苦労の

事 を考 えます と､非常に恐縮す る次第であ りました｡

第三 日目は講義お よび森川先生や他 のス タッフの人々 と共 に前 日の実験結果の検討 を行

う演習であった｡演習の時､各班.(実験 は 2人 1組 で行 った｡)の結果が集計 されたが､各

班 の測定値がば らつ いてお り､森 川先生が困った ような顔 をされていたのが ､なん とな く

可笑 しか った.手前みそではあ りますが､有機廃液の処理実験 において我が班 は放射性物

質の回収率が99.7% と最 も良い結果 を出 し､相棒 の河 田君 と大 いに喜 んだ次第です｡

この三 日間の講習に よ り液 シン測定の概観がつかめ ､将来の研究に非常 に役立ちそ うで

あ り､セ ンターの皆様 に感謝 してお ります｡

最後にセ ンターに望み たい事 を一言書かせ ていただ きます｡ トレーサーの使用は生化学

等の物質代謝 をとらえる事 に対 して非常に有効 で､セ ンターはそれに関す る施設は整 って

いる と思 いますが､た とえば､植物群落の炭素収支 を トレーサー を使 い とらえたい と考 え

た時､その ような実験 をす る施 設はあ りませ ん｡ RIの管理上無理がない範囲でその よう

な実験施設 を作 っていただ きたい と切 に要望す る次第です｡

(農学系大学院博士課程 1年 )

"液 シン測定法講習会 を受講 して〝

長 谷 あ きら

6月の終 り頃であっただろ うか｡ RIセ ンター よ り電話 で受講許可の通知があった｡か

な らず全 日参加す るようにかな り強 く言われたが､その時は､や は りRIを使用す る施設

9
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だけあって､管理がか な りさび しいのか な とい うふ うに しか考 えなか った. しか し､これ

は誤解 であった｡ 自分 の恥 をこの ような場所 に書 くのは気がひけ るが､初 日､少 しばか り

遅刻 をして しまい､急 いで教室 に入ってゆ くと､その中程度の大 きさの教室が受講者でい

っぱいであ り､す でに説 明が始 っていた｡50-60人はいたであろうかOそ して､部屋 にい

る多 くの人達 は､実習 は受 け られ ないが ､講義 だけで もとい うことで参加 している人達 だ

と聞 くに及んで､ 自分 が全 コー ス参加 で きるこ とがたいへんな幸運であ り､お ろそかに し

ては､実習 (実験 )を受け るこ とがで きない人達 にたい して､たいへ ん申 し分けない とい

うこ とを痛感●した｡ その 日は､石 河寛昭先生 と樫 田義彦先生に よる講義 と､ 2日目に行 わ

れ る実習の説明｡講義 はいずれ も第一 人者の先生に よる密度の高い ものであった｡

2日目の実習 は､参加許可者が16名 とか な り少人数 であ り､和気あいあい とい う雰囲気

の もとに行 われた｡ なにか今 回の講習会 は､過渡的かつ変則的な ものだそ うで､そのせ い

か内容 は非常 に盛 りだ くさんであった｡前 日の説明 を聞いた時には､ とて も消化 しきれな

いのではあるまいか と思 ったが､非常 に よ く準備 されてお り､ まさにいたれ りつ くせ りで

さすがに大変忙 しい 1日ではあったが ､夕方にはなん とか終 えることがで きた｡当 日のて

いねいな指導 もさるこ となが ら､ これだけの準備 に貴重 な時間 をさいて下 さった研究者の

方々の苦労には全 く頭 が下が った｡

3日目の最終 日は､石河先生に よる講義 と前 日の実験の結果の解析 に当て られていた｡

結果の方は､かけ足で実験 を行 ったせ いか､ば らつ きもあ り､なかには変 な値 もあったが

冗談 も飛び､出 し､な ごやか な雰囲気の うちに 3日間の講習会 を終 るこ とが で きた｡ほん と

うにあっ とい う間に過 ぎて しまった 3日間であった｡

昨今 ､ RIの取扱 いの不備が新 聞な どに取 り上 げ られ､一般市民の方々に不安 を与 えて

いるが ､一方 ､私 もその一 人であるが､生物化学 ､薬学 ､農学 ､医学 などの分野において､

トレーサー実験 の 占め る位 置は大 き く､学 内におけ る使用者の数 も大変な ものであろ うと

推察 され る｡ この こ とは､今 回の講習会 におけ る参加希望者の 多きに もよ くあ らわれてい

るo主催す るセ ンター の方 々にかか る負担は大変 な ものであろ うが､ どうかがんば って学

内の要求 に答 えていただ きたい とい うのが-使用者の切 なる願 いである｡

最後にな りま したが ､講習会 をア レンジして下 さった森川先生 をは じめ セ ンターの方々､

講義 にわ ざわ ざ来ていただいた先生 ､本当に どうもあ りが とうございましたO

(理系大学院修士課程 2年 )

学内R書管理メモ
放射線障害防止法改正 の要点

中 村 愛 子

は じめ に

｢放射性同位元素等に よる放射線障害の防止に関す る法律｣は､昭和32年 に制定 され35年

に大改正 の後､何 回か の小改正 は行 われて釆たが ､ここ数年 にわたって見直 しの検討が行

われた結果昭和55年 5月18日付 で改正 された｡

施行期 限は法改正 後半年 以内の部分 と 1年以 内の部分があるが､前者は主に R工輸送 と

放射線取扱主任者 (以下主任者 とい う)に関す ることで､11月17日に政令が､同18日に施

行規則が それぞれ公布 された｡
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主 な改正事項

1. 放射性 同位元素装備機器の設計承認 と機構確認- 機器 自身に よって放射線の遮蔽が ･

十分行 われ るような構造の R工装備機器 につ いて

(1) 放射線障害防止機構 の設計につ き､業者が あ らか じめ科学技術庁長官の承認 を得 る｡

(設計承認 )

(2) (1)に よる製品につ いて､放射線安全技術セ ンター (後述 )が検査す る｡(機構確認)

(3) 機構確認 された機器 ご とに表示 を付 け る｡表示には有効期間が ある｡

この表示のある機器は届 出で使用 出来 る｡

2. 施 設検査 と定期検査- 一定規模以上 の放射線施設 を対象に､従来の書面審査 による

使用許可 (国に対 しては承認)に加 えて､使用開始前に行 う ｢施設検査｣ と使用開始後

の一定期 間 ご とに行 う ｢定期検査｣ を受 け るこ とが義務づ け られた｡

3. 運搬 に関す る確認等一 昭和52年 に放射性物質の輸送関係規則が改正 された結果 ､ R

I輸送物 は L型､A型 ､BM型､BU型の 4種 と定め られた｡ この内 BM型 とBU型は､

(1) 運搬容器の安全性 につ いて科学技術庁長官の承認 を受 け る｡(容器承認 )

(2) 輸送のつ ど ｢輸送物の安全性｣ につ いて科学 技術庁長官､｢運搬方法の安全性｣ につ

いて運輸大 臣の承認 を受 ける｡

(3) 都道府県の国家公安委員会に届 出るO

以上 の こ とが､数量 に依 り必要 となった｡

4. 主任者制度の改正-

(1) 主任者免状は､主任者試験 に合格 しかつ科学技術庁長官が行 う講習 を修 了 した者に

与 え られ るこ とになった｡(主任者講習)

(2) 第 2種主任者免状が ､第 2種主任者免状 (一般 ) と､第 2種主任者免状 (特定の機

器名 を指定- 特定 2種 とい う)に区分 され ることになった｡特定 2種免状 は指定の特

定 RI装備機器使用の場合に限 り有効 な免状 であるが ､講習の修 了だけで取得す るこ と

が出来 る｡

従来の主任者免状 は､それぞれ第 1種主任者免状 または第 2種主任者免状 (一般 ) と

して引続 き有効 である｡

(3) 科学技術庁長官が必要 と認め た場合 は､主任者に指定す る研修 を受け させ るこ とと

した｡(指示研修 )

(4) 上述の ように主任者の資質 を強化す る とともに､主任者 に対 しては ｢事業主 に意見

具 申す ることが出来｣､叉､事業主は ｢主任者の意見 を尊重す る｣ こ とを法の条文 に明記

した｡

5. 指定機関- 以上 で述べた変更に関す る実務- すなわち 1の ｢機構確認｣､ 2の ｢施

設検査｣ と ｢定期検査｣､3の ｢輸送物確 認｣､ 4の ｢主任者試験｣､｢講習あるいは研修｣

等は科学技術庁長官が指定す る機関に行 わせ ることが出来 るよう改め られ た｡

この機関 として ｢放射線安全技術セ ンター ｣ が設立 された｡

6. その他

(1) 法第20条の放射線量率 ､粒子束密度 ､放射線量 ､粒子 フルエ ンスの用語が ｢放射線

の量｣ に統一 された｡

(2) 教育訓練の最低基準が定め られ るこ とになった｡

(3) 法第23条 を ｢放射線障害者の発見｣か ら ｢健康診断｣ に改め､健康診断の位置づ け

が変更 された｡

(4) 許可事項であった ものの うち､軽微 な変更等は届出で済む よう取扱 う｡(範囲未定 )

ll
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(5) 従来は施 設基準違 反に対 してだけ莞せ られていた科学技術庁長官の基準適合命令 を

行為基準違 反に対 して も行 えるよう改めた｡

(6) 報告徴集 の内容 を定め るこ ととした｡

(7) 18オ未満 の者 は全 て放射線取扱禁止 とした｡(準看護婦の除外廃止)

本学 との関連事項

1･ RI装備機器の機構確 認は､初年度 は 63Ni装着のガスクロマ トグラフについて実施 さ

れ る予定 であ り､機構確認 を受け表示が付 されたガス クロを設置す る場合 は､他の RI

使用状況や 台数 に無関係 に届出手続で よいこ とにな る｡

2. 施 設検査 と定期検査

この関係 の政令等が末公布 のため対象施設の範囲が詳か でないが次案が検討に付 されて

いる と聞 く｡

｢施設検査｣ の対 象

(1) 放射線発生装 置使用施設

(2) 非密封 RI施 設 では貯蔵能力 を目安 に対象施設 を定め る｡

(3) 密封 R Iにつ いては1000Ci以上 ｡

｢定期検査｣ の対象

(1) 発生装置 と非密封施 設につ いては施設検査の対象基準 と同 じ｡

(2) 密封 RIでは3000Ci以上｡

未確定要素 が 多 く本学該 当は判 らないが ､新規施設等の承認 (変更)手続が来年の 5

月18日迄 に承認 を受 け ることが出来ない場合 は､施設検査が必要 となる可能性がある｡

検査 はいずれ も有料 である｡

3. 従来は主任者試験 に合格すれば主任者免状が取得 で きたが､56年か らは合格後 さらに

｢主任者講習｣ の受 講修 了が必要 となった｡｢主任者講習｣の受講は試験合格後ただちに

義務づ け られ るものではな く､主任者 に選任 され る前等 でその必要が生 じた時受講す る

こ とも可能 である｡主任者講習の時間数 は第 1種 で30時間であ り､内容 は実務教育であ

る｡｢主任者講習｣､｢指示研修｣等はいずれ も有料 である｡

4. 運搬容器承認の手続等 は11月18日施行規則等で定め られ､同 日か ら実施 された｡

5. 改正 は､ 1年施行 の部分 につ いて政令 ､施行規 則な ど公布 された時点で､本学規則や

部局 の予防規程等の見直 しが必要 であ り､全学的 レベ ルでの整合が行われ るもの と思わ

れ る｡ (アイソ トープ総合セ ンター )

○アイソ トープ総合 セ ンターにおけ る小火 につ いて

昭和55年11月23日(ll)に東京大学アイソ トープ総合 セ ンターで小 火が発生 しました.

当 日は休 日で あ る うえ ､施 設部 に よ る構 内全 域 に渡 る電気設備 点検 のため ､長時間

(8:00-18:3O)の停電が予告 されていたので､アイソ トープ実験 はい うまで もな く､ほ と

ん どの設備 ･機器類 も停 止の状態 で した｡

午前11時15分頃に管理室の 日動 火災報知機が 4階に異常のあることを示 しましたので､

管理室 貝はただ ちに同階に赴いて出火場 所の発見に努め ました｡

当初南側 中程の有機化学実験室内のフー ド付近 に 白煙 を認めたことか ら､そこを出火場

所 と誤認 し､ABC粉末消火器 を使用す るなどしたの ち､放射線取扱主任者に通報 し､指示

を受 け ました｡
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その後 ､現場 お よび周辺 の状態 を監視す る うち､正午近 くに有機 化学実験室 の奥隣 lJの

生物実験 室に黒煙が充満 しているこ とが判明 しました｡

119番へ の通報 で午後12時12分 頃に消防隊が到着 し､火 元は同室 の オー クリッジ型 7-

ド内で､実験器具 ･用 品類や少量 の薬品類が緩や かに燃 えてい るこ とが確認 され ま した｡

午後12時30分頃に放射線取扱主任者 も到着 し､小 火は消防隊 貝に よるセ ンター備付 けの

二酸 化炭素消 火器の使用に よって ､午後12時39分 頃に簡単 に消 火され ま した｡

生物実験室 では平素 C-14を開いた トレーサーー実験 が行 われ てい ますが ､当 日は全 くア

イ ソ トー プが使用 されていないため ､出火に よるア イソ トー-プの散逸 ､汚染等 はあ りませ

んで した｡

焼損 したフー ド内､生物実験室 ､廊下等の放射線測定 が停電 の解除 とともに実施 され ま

したが ､汚染 は見出 されてい ませ ん｡

幸 い被害 は極 く軽微 であ り､現場 の修 復 も大半終 了してい ますので ､来年 1月か らの第

ⅠⅠⅠ期 の共 同利用は平常通 り実施 され ます｡

出火の原因は未だ不明ですが ､関係機関においては､現在 も調 査が続け られてい ます｡

(ア イソ トー プ総 合セ ンタ--)

● ア イ ソ ト- プ総 合 セ ン タ … 日誌

昭和55年 11月 6日 第 5回国立大学 ア イソ トー プセ ンター-長会議 (於筑波大学 )

11月 7日 第 3回国立大学 ア イソ トー プセ ンター事務連絡会議 (於 筑波大学 )

11月23日 午前11時15分頃 4階生物実験室実験 フ一一一ド内で小 火災発生 ､119番通報

に よる消防署異に よ り鎮 火0

12月 1日 オー ス トラ リアニ ューサ ウスウェル ス大学 ､岡本和 人博士 講演会

｢化石 燃料燃焼の さいに放 出 され る放射能 と低線量城の諸問 懸 .｣

12月19日 第ⅠⅠ期共同利用終 了｡

R l教育訓練の実施

9月16日～10月 3日

9.月26日

9月29､30日

10月20日～11月 4日

12月 2､ 3日

12月 5日

理学部化学教室 3年生

第 1回X線 コ--ス新規放射線取扱 者講習会

第 1回 RIコー ス新規放射線取扱者 講習会

農学部農芸化学科 3年 生

第 2回 RIコ--ス新規放射線取扱 者講習会

第 2回Ⅹ線 コー ス新規放射線取扱者講習会

●人事消息

○人事 異動

退職 (55.7.31) 技術補佐員 岸 川テル子 (放射 線管理部 門) 日本医大-

(55. 9.15) 〝 村松 よしえ (業務掛 ) 工学部建築学科 -

(55.9.30) 〝 河野 益近 (物理部 門 1 京大工学部-

探 伺 (55.ll. 1) 技術補佐員 北村 啓子 (放射線管理部 門)

〝 〝 藤原 正 孝 (物理部 門)

〝 〝 深谷 春枝 (業務掛 )
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放射線障害防止法改正 の要 点

アイソ トー プ総ノ含セ ンターにおけ る小火につ いて

ア イソ トープ総/含セ ンタ一 日

人事消点

長谷あきら･･･9

中村 愛子-･10

(編集後記)

戟後 ､ 2番 目の大冷害の年 であ りなが ら飢蘭 の恐れ もな く過せ るとは何 と幸せ

な時代 であろ うか と中年太 りの腹 をながめ なが ら､終戦直後のひ もじか った子供

の頃 と思 い くらべ ている｡あの頃 よ り､農業技術 は進歩 し､収量 も格段 に増大 し

主 食が余 って しまうとい う､か ってない良 き時代 を享楽 している｡ RIの利用 も

これに大 いに貢献 している｡ しか し､今年 の冷害には充てなか った｡科学技術の

及ばない不可抗力 とい うものがあるのだろ うか｡｢災害は忘れたころにや ってきた｣

のだろ うか｡ア イソ トープ総合センター でボヤがあったO合理的で行 きとどいた

管理が な されている ところでの事故 だけに､不可抗力なのだろ うか､忘れたころ

に きた災害 なのだろ うか｡事故 その ものは小 さ く､事故後の処置 も整然 と行われ

使用には何 らの支障 もない との ことである｡ よか った と思 うとともに､一つの警

告 として受け とめたい｡ (茅野 )
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感謝 と思い出の ことば
藤 原 金星 男

当セ ンターの存在の意義 は､それが無い場合 を考 える とよ く判 ります｡初学者の研修 ､

研究者へ の手助け､役所 と折衝 しつつ必要 な法規や RIの取 り扱 い を整備 してゆ く苦心 ､

こ うい うものは どれ も厳 しす ぎて も､ゆるやかす ぎて もいけないこ とで､教官 と職 員 と大

学全体 の工夫や努 力があって初めて出来 ることです ｡本学には､環境 ､計算機 ､低温､保

健 ､原子 力な どに関す るセ ンターがあ り､何れ も本学 ､ さらには国全体 の研究 と教育に大

きな貢献 をしています｡私 自身､情報 図書館学の研究セ ンターに少 しかかわ ったので､セ

ンター運営 の困難 さをいささか知 り得 ました｡ そ して､総合大学 なればこそ出来 る工夫 と

努力 を貴重に思い､只今は､ただ当センターのお骨折 りに､退官 を前にす る-研究者 として

お礼 を申 し上 げ る次第です｡

実 を申 します と､私の申 し上 げたいことは以上 で蓋 きるのであ ります｡ただ､ もう少 し

お許 しが あるようであ りますので､私事 を少 し記録 させ て頂 きます｡

元来 ､私 は RIにつ いては一軍 ではあ りませ ん｡ しか し何 とな くベ ンチの中か近 くにい

た よ うに思 います し､そのためか いつ も不思議 に枢要 の ときに現場 にいた とい う感があ り

ます｡

第一 は､本邦最初の RIの講義 である飯盛里安先生の ｢放射体化学｣の私 は殻後の聴講

生 であ るこ とです｡つ ま り今の研究者 はR工の三代 目に当 ります｡それが愈 ､隆昌の気運

にあ るこ とは御 同慶にたえませ ん｡

第二 は､昭和25年 のア イソ トー プの輸入です.化学教室の中庭 で､梱 包が とかれ る瞬間

か ら私 は野次馬 として見物 しました｡ それか らす ぐ､ア ンチモンか らキャ 7)ヤーフ リーの

1137WInを取 り出 し､Inの NMRをかけて､半減期が変わ らないか とあかずロー リッツェンを

眺め ました｡試料の量､検 出器 ､それか ら共鳴の安定性 ､ どれ一つ成功の筈 はない要素の

み で､その通 りの結果であ りま した｡ 回転能率 が核 のエ ネル ギー準位に関わる筈がない と

内外のほ とんどの人が申しましたが1953年に会ったBloembergenと1969年の Baldeschwieler.

氏 は共 に傾聴 して くれ ました｡ その後 このお二 人が､γ線の角度相関につ いて見事 な研究

結果 を報告 したの を見て流石 と思 いましたO この件は後 日談 があ り､1972年 頃､雨宮綾夫 ､

一宮虎雄民 らと原子炉の廃棄物 のバー ンア ップ処理 を考 えた際､調べ た ところ意外に核 の

半減期が温度や圧 力な どの外力で影響 され るのに驚いた ものであ ります.
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第三 は1954年 の夏 1カ月程 ､.Seaborg先生の研究室 にお邪魔 した ときのこ とです｡数 カ

月前 100番元素 を発見 した時分 で したので､頼んでサ イ クロ トロンの照射物 を湿式の化学

的系統分析 で分 け るの を実演 して もらい ました｡試薬 も洗液 もすべ て ピペ ッ トか らの 2-

3滴でや る実験 で､す でに この ときは担 当の婦 人の腕が落 ちていて 2時間近 くかか りまし

たが ､それ まで 多 ぐのサ イクロ トロンが化学 な しのため実質稼動 していない所ばか り見て

来た ものの 目には この ようなベテランを整備 したSeaborg先生の偉 さが痛感 された次第で

した｡ ところで二項 こも後 日談が あ り､1962年で し･たか Haissinsky教授 と暫 く御一緒 した

ところ､同氏は超 ウラン元素の ような ものは､溶液状態 では原子 を原子 として見てはいけ

ない､つ ま り､原子軌道 をは っき り定 まった もの として考 えてはまずい と言ってお られ､

Seaborg先生に対立す る見解 を述べ られたので して､私はここでまた改めて実験家の傾聴

すべ き意見 を得 た と思 った次第であ りましたOセ ンターの今後の一層の御発展 を祈 ります｡

(1981.1.28) (理学部化学教室)

研究紹介
作物根活力分布検診法

- ア クチバフ小ル トレーサ を利用 した新法 -

渋 谷 政 夫

土壌 中の作物根の活力 と分布 を知 るこ とは､作物が土壌か ら養分や水分 を吸収す る場合

の重要 な要 因で､これ を明 らかにす るこ とは施肥技術上 ､例 えば施 肥位置の決定や土壌管

理 に きわめて有効 であ る｡

従来 ､この ような問題 を解決す る方法 として､活性 を調べ るものに､根の酸素作用 を利

用 した α-ナ フチルア ミン酸化法､TTC法 な どが あ り､分布 を調べ る もの としてはブロ

ック法 な どいわゆ る "根群調査法〟が ある｡ これ らの方法はいずれ も有用 であるが､根の

酵素活性 と養分吸収 力 とは直接平行 しない場合 も多 く､ また根群調査 では 多大の労力 を要

す るこ と､全部 の根 を採取 で きないこ と､活力度合 を区別す るこ とが困難であることな ど

の難点があるばか りでな く､いずれの方法 も土壌 中か ら根 を取 り出 して処理す るもので､

作物 も根 も立毛状態 で観察す るこ とがで きなか った｡

一方 ､立毛状態 で調べ る方法 として､土壌 中に色素 ､Li､Rbなどの天然には比較的存在

量の少 ない物質 または元素 を土壌 中の特定 な部位 に埋 設 して作物の吸収 力 をはか って根の

活ガ分布 を測定す る方法が ある｡ しか しこの方法.は従来の分析法 では容易でないこと､作

物の必要元素でないこ とが問題であった｡Hallらはこの方法 を改良 して 32P を用 いて土壌 中

のある任意の部位 に埋 設 してお き､作付後一定期 間 ご とに作物の葉や根の 32P を測定 して､

ワタ､タバ コな どの根 活力分布 を図示す るこ とに成功 した｡ この方法は作物 に必要 な Pを

用 いたこ と､高感度 に測定 できる点ではす ぐれているが ､.埋設法 であるため次の ような問

題点が ある｡す なわち､根 の伸長速度が遅 く埋設場所に とど くのに長時間 を要す る作物や

伸長速度 は早 いが埋 設距離がはなれているため長期 間 を要す る場合 には∴ 32Pの物理 的半

減期の関係か ら強放射能 を取 り扱わぬばな らないこ と､埋設のために土壌 を撹 乱す るので

実際の圃場状態の土壌 条件 と異なるこ とな どである｡

埋設法の難点 を解消す るため西垣 ､渋谷 らはイオン交換寸封脂に 32P標 識 リン酸液 を吸着
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させ た 32P根検試薬 (土壌 は リン酸吸着力が きわめて強 いので試薬 リン酸の土壌 との接触

を少な くす ること､お よび注入部位か ら32Pの逸脱防止のため ) と土壌注入器 (土壌 を撤 .

乱 しないため )を考案 した｡ この方法は､作物が立毛の ままで任意の場所 と時期に根検試

薬 を注 入 して吸収 した 32Pを､作物 を損傷す ることな く立毛の ままで作物体 の一定部位の

32P放射能 を携帯用 GM 計数機 で計数 し､計数値の 多少に よって根の活力 を知 る根活力検

診法 であ る｡ この方法 で10数種 の作物根 の検診 を行 って､施 肥位置 ､施 肥時期 ､水稲栽

培 におけ る還元回避のための中干期間あるいは栽植法の改善 に役立てた｡ しか しなが ら､

この方法は放射性 アイソ トー プ を用 いるため実施 に際 しては法規制 に したが うことは当然

であるが ､野外使用であ るこ とか ら､使用す る32Pが規制量以下 であって しか も所定の手

続 きを経 た として も我が国の現今 の情勢 では社会的､心理 的面か ら放射能物質の野外使用

はほ とん ど不可能 となった｡ しか し圃場 での根活力分布検診の必要 は現地 に揺す る試験研

究者の強い要望 で もある｡.

ア クチバブル トレーサ を利周す る根活力検診法は 32P法に代 るもの としてつ くられた も

のである｡ その概要 につ いて紹 介す る｡

(1)や根の活力〟 の定義

ここにい う根の活力 とは根 自身の活力 と根の分布 の関数 であって､ したが って作物生育

の一時期 におけ る土壌体積 当 りの根の活力 と定義 され るべ きもの と考 える｡

(2)検診法の原理 と方法の概.質

天然存在量が きわめて少ない希 土類元素ユー ロピウム (Eu)を用いて検診試薬 を調製 し､

これ を作物の生育 している土壌 中の立体的任意の部位に注入 し､その注入部位か ら根 を通

して作物が吸収 した Euを作物体の一定部位 (莱 )の一部 (約 50-100mg)を採取 して､熱

中性子照射 して試料中の Euを放射化 し､非破壊法で 152Euの放射能 を計数 し､Eu吸収の

相対値 を求め根の活力分布 を知 ろ うとす るいわゆるア クチバブル トレーサ法 を利用 した も

のである｡

ア クチバブル トレーサ法 は追跡実験 系内では一切 の放射能 と関係 な く実施 で きるので､

野外実験にはきわめて有用な手法 といえる｡ 即 ち根検試薬に用 い られ るユー ロピウム (Eu)

元素は非放射性元素で､吸収 された作物葉 中の Euを分析す る時は じめて放射化 して検 出定

量す る｡根活力検診法の概要 は次の とお りである｡

Eu根検試薬の調製 (Eu約4000ppm､約 2%寒天溶液 ､約 pH 6)- 土中注入 (根検注入

器 を用 い根検試薬 5mJeを任意の位置に注入)- 分析薬試料の採取 (注入後 7-10日間吸収

させ作物体の一定部位の葉 を約200mg採取 )- 非破壊放射化分析 50-1OOmEiの試料 をポ リ

エチ レン小袋 に採取封 入 し､Eu標準体 (2JLgEu)と同一 カプセルに入れて熱中性子で約

5×1016n/cm2程度照射 ､ この時の核 反応は 151Eu(n,㍗)152Eu､放射化 され た 152Euの物理

的半減期 は約13年 ､指標 とな る γ線エ ネル ギー は122keV｡照射後の冷却時間は 3週間以

上｡Ge(Li)半導体検 出器一波高分析器で測定 - 根活力分布 図の作製｡

本法は Eu元素 とい う作物 に必須 でない トレーサ元素 を用いるので前述の理由か ら32P

法 と比較 し作物の吸収 パ ター ンに差異のないことを確めた. したが って､Euを吸収す る能

力が あれば他の成分 も吸収す る能力があるとの考 えの上 に立 って根活力 を規定 した｡

(3)連作 キャベ ツの根活力分布検診例

名実 ともに秋冬キャベ ツの産地 ､兵庫県稲美町では昭和30年頃か ら水稲早期栽培の跡作

としてキャベ ツが連作 されているが ､最近は連作に よ り萎黄病 が発生 し､ また連作 を重ね

るに従 い多肥 しない と減収す る といわれている｡ この ような現地 で土壌 ､品 種 ､叛培法が

同 じで (同一栽培者 ) しか も隣接 し合 った連作､非連作 キャベ ツ圃場 の根活力分布 を検診

3
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した結果 を図 1､図 2に示す｡検診時期 は結球 肥大期 で､注入位置はキャベ ツ株 を中心に

深 さ 5cmと10cmの真下 ､中心か ら横方へ ､ 5､10､20お よび30cmのそれぞれ深 さ 5と10cm｡

注 入後15日に外葉 の一部 を少量採取 した｡図に示す ように連作 と非連作ではキャベ ツ根清

一力分布領域が明 らか に違 うことがわか る｡萎黄病 の問題は別 として､従来の うね間全域 に

施 肥す る慣行 では当然連作畑では 多肥 を必要 とす るこ とになろ う｡連作畑の施 肥､特に追

肥は株側15cm領域 に施 肥す るこ とが効率 よい もの と考 え られ る｡

図 1.連作キャベツ根の活力分布図

図 2.非連作キャベツ根の活力分布図

トピックス

… 0.8ppm以上

0.8-0.ZPPm

O.l-0.02pPm

O.02-OPPm

(農業技術研究所 )

カ リホルニウム252のことな ど

本 田 雅 子建

裸 の 252Cfに初め てお 目にかか ったのは今か ら 8年程前になる｡ それ もイン ドに滞在中

の ことであった｡ ボンベ イにある TIFR と略称 され るタタ基礎理学研究所 に短期研究員 と

して働 いていた時であ る｡ 目的は鍍金板上 の 252Cfか ら放 出 されて くる核分裂 片 を利用 し

て､固体核飛跡検 出器の較正 を行 うことであるO小 さな ドラフ トチ ェンバーに格納 してあ

り誰で も容易に使用 で きるようになっていて､大変重宝 した ものである｡量的には微量で

あったけれ ども､それ相応 に放射線の管理 は充分 なされていなければな らない筈の もので

ある｡見 ると線源の まわ りにパ ラフ ィンのかたま りが数個 申 しわけ程度においてあるだけ

で､一寸首 をか しげた くな るも･のであった｡実は帰国 してか ら認識 したのであるが､これ

はなか なか容易でない代物 であるo早速手配 してみ る と医療用の密封線源が0.1JLCi程 度

入手可能 であったO色 々検討 した上 ､一寸遠慮 して0.01JLCiの鋼製のカプセルに密封 した

もの を注文す る と共 に､非密封 で使用す る申請 を出 した｡ さて問題 はいかに して非密封 で

取 り扱 えるか であるが ､所 内の取扱主任者 と相談 して カプセル を切 断す るこ とになった｡

ドライボ ックス内で汗 をか きか きどうにか糸鋸 で切 るこ とがで きた｡開いてみ る といかに
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も変 な ものであるo二重構造の カプセルの内面に褐色の物質が一面に付着 してお り､ふた

(と思 われた もの) も身 もいずれ も強い放射能が認め られた｡同時に高 さ20cm､直径40cmの

パ ラフ ィンの うす を 2個作 って､重ね 目の中央に格納 した｡ あれや これや ､大変な さわ ざ

で蓋を 開けて見 ると何の こ とはない､ 目的が ちが うのだか ら仕方が ないけれ ども､核分裂

片は共存す る担 体 のためにエネルギーが不揃 いで使 い ものにな らない｡噂に よるとnlg量の

Laが使 ってあ る とい うの で今度 は､化学分離が仕事 に7LcLつたO文献 に従 って陰イオン交

換 を してみ る とLaは ちっ とも入っていないことがわか った｡全 くふ りまわ されたわけで

あるが乗 りかか った舟 である｡色々聞 き回って ようや く電着す るこ とが出来､一応は当初

の 目的 を達 した｡その ころには もっ と強い線源が方々で利用 で きるようにな り､あ ま り実

用 にはな らないまま現在 も保管 されている｡ この間､保管場所 に も因って原子炉のある施

設な どに頼んで置かせ て もらったこ ともあ り､あちこちに迷惑 をかけて しまった｡

結局空振 りに終 った感があるけれ ども､そこは大学である｡裸の Cf-252とその取扱いにつ

いて色々勉強す るこ とが で きたのは有難いこ とと考えている｡放射能 を色々扱 っている研

究室の人達 も､全 く特別扱 い をしなければな らない物質につ いて良 い経験 をしたこ とであ

ろ う｡

さて こんな古 い経験 をそろそろ忘 れたころ起 ったのが核研 での 252Cfの事故 である｡詳

細がわか って くるにつけ､随分物の扱 い方に差があるものだ と改めて感心 した ものである｡

平生か ら物性研究所は実験物理 の研究者が 多 く､一応は この人達の放射能の扱 い方には馴

れていた筈 である｡ た とえば非密 封 の線源 を扱 う時は必ず私 に立 ち合 わせ て もらって､

あれ これ注文 をつけ るこ とに してお り､単独 では さわ らないで もらっていたのであるn 無

理 な注文か もしれないけれ ども､や は り放射能 を扱 う研究者は標的や 原子炉か ら取 り出す

時点 またはその前か ら関 っているこ とが望 ましいようである｡ もっ と広 くいえば ｢輸入｣

の学問 ･技術はや は り身につ いていない面が あるのではないか ､ と思 わ ざるを得 ない｡

ふ r)か えって見 る と､ ビキニの灰 を扱 った時や ､バー クレー で照射 した標的 を処理 した

経験か らいって随分無茶 なこ とをして きた ものである｡Radiationlab.の廊下に置いてあ

るモニ ターの前はよけて通 るようなこ とを平気 でや ってお り､一度は Perlman先生 に見 と

がめ られて逃げ 出 したこ ともある｡当時 (1959年 )は天然の微 弱放射能の測定に専心 して

いたので､こわか ったのはそれに対す る汚染 だけであった｡幸 いに注意 を集 中 していると

その心配はな く､強い もの と弱 い ものの両刀使 いが可能 であったので安心 していた し､ 自

信 もあった｡ ところが注意力が欠けている とひどい もので､終に手痛 い 目にあったのは安

定 な濃縮 同位体 によってであった｡事前に 6Liを使 った実験器具 を一応整理 したつ もりで

あ ったが ､放射能が ないの でか えって気がつか なか ったO天然の Liと相互汚染 を起 こし､

とんで もないデー タが公表 されて しまい､一生の痛恨事 となっている｡

古い話で恐縮 であるが ､若 い時代 にな らわなか った ものはや は りいつ まで も勝手が ちが

うようである｡我々は､｢学位 をとる前にカウンターの スイッチには さわったこ ともない｣

とい うこ とを誇 って きた年代 で もある｡現在では放射能 に対す る管理 が行 き届 いてお り若

い人達程心得 は充分 であろ う｡ しか しこの ようなことは放射能ばか りではない｡学校 を出

てか ら全 く未知 の領域 に入ってい くこ とはいつ で も起 こるこ とであ り､またそ うでなけれ

ばな らない筈 の もので もあ る｡ (1981.1.31) (物性研究所 )
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講 演 会 要 旨

化石燃料燃焼の さいに放 出され る放射能 と

低線量城の諸問題 .(昭和55年12月 1日開催)

岡 本 和 人

化石 燃料 中には U､Thお よびその娘核種が不純物 として含 まれ､燃焼の さい放 出され

るので周囲に被曝 を与える｡石炭中の U､Thの濃度は ppm 程度だが､燃焼後は灰の中に

濃縮 され､Uで 10ppm､Thで20ppm 位 とな りかな り高 くなる｡その上大部分が高 LETの

α線 を放 出す るので､火力発電の周辺への影響 は同一出力の原子力東電 と較べて も無視 で

きない｡

1964年 に EisenbuolとPetrow に よって指摘 されて以来､このこ とについてはか な りの

数の論文が出ているが､雑誌に刊行 された中で最 も新 しく､最 も詳 しい ものは OakRidge

グループによるものである (Science202,1045(1978))｡これによるとUIppm､Th2ppm

を含んだ石炭 を使 い､灰の99%を集塵機 で除去 (但 しRnは全量放 出) した時､周辺に与

える集団被曝 は同一 出力の原子力発電の 1.5倍位である｡

しか し1980年 3月イスラエルで開かれ た国際放射線防護学会 (IRPA)に､Harwellの

国立放射線防護委 員会か ら出された計算によると､100万kW級の石炭火力発電所は､原子

力発電所 または世 界最大級の燃料再処理工場 に匹適す る集団被曝 を全英国民に与 える､ と

い う衝撃的な ものであった (ⅠRPA Proceedings,VblIII,p153)｡OakRidgeとの食い違

いの原因は①Harwellの計算で仮定 した石炭は､U､Thの含有量が OakRidgeの ものよ

り多い｡②集団被曝の計算が､OakRidgeでは発電所周辺の350万の人口に対 してだが､

Harwellでは全英人口5600万に対 して行 っている､の二つに よる｡

しか し､放射性核種 中とくに揮発性の高い210Pb､210Po等は､集塵機 をぬけて出る微粒子

に大量に付着 し､その放 出量は他の放射能 よ り多い と思われる｡そ してこの両者､ とくに

210Poは海 中生物 に強烈に濃縮 され るので､ 日本の ように海岸に発電所 を建て､また国民

が海産物 を多食す る国ではこの影響 は大 きいであろう｡私はこれにつ いて計算 を行 い､イ

スラエル会議 に提 出 した (IRPA Proceedings,VblIII,p157)｡結果は絶対値 としては大

したこ とはないが､原子 力 との相対値 でい うとかな りの値 とな り､全核燃料サ イクル と較

べて も同程度 である｡

なお､放射線の線量効果関係につ いては､一般 に直線的仮定が とられているが､最近の

研究に よれば この仮定は高 LET放射線には よいが､低 LET放射線は線量効果関係が 自乗

に近 くな り､低線量域では下に曲る可能性が強い｡例 えば 226Raと90Srの比較 で も､226Ra

は原点か ら直線だが､90Srは3000ラ ドまでほ とんど効果がな く､その後漸次立上 る (IRPA

Proceedings,VblII,p401)｡ 241Am と他の放射線の比較でも同様である (HealthPhys.

37,279(1979))｡火力発電は高 LETの α線放 出体 を出 し､原子力発電は低 LETの β線､

γ線放 出体 を出すので､両者の比較で もこの点は重大であ り､また破局的な原子力発電所の

大事故の際の死者数評価 も､今 までの ものは過大である可能性 を示 しているといえよう｡

(オース トラ リアニューサウスウェルス大学応用数学教室)
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座談会
ラジオアイソ トープの安全管理 と研究

に関す るあれ.これ.

昨年12月18日､放射線 を取扱 って研究 している先生方 ､お よび放射線管理 に携わって

い る先生方に出席願 い､座談会 を開催致 しました｡

話は 多岐 にわた り､ とくに放射線施設の事故 な どに関 しましては直接担当された方な

らではの体験談がだ され､研究促進 と安全管理 は どうあるべ きか とい う方向に話は発展

し貴重 な御意見 を伺 うこ とがで きました｡

その模様 を本号 と､次号 に掲載 したい と思 います｡

御 多忙 中御 出席いただいた諸先生一方に感謝致 します｡ また､ 2時間30分にわたる座談

会の様子 を録音 テー プ をもとに以下の ような形に編集で きたのは全 く大 日方京子さん (ア

イソ トープ総合セ ンター )の御努力によるものであ ります｡記 して謝意 を表 しますO

(茅野 )

テーマ ラジオアイソ トープの安全管理 と研究 に関す るあれ これ

① 各部局のアイソ トー プ研究の最近の事情

(診アイソ トープ施 設お よび管理の今後

総.合セ ンター とサ ブセ ンター

個 人被曝 の管理

放射線防護機器の設備基準

研究促進 と安 全管理

③放射線施 設の事故 をめ ぐって

④ センターニュー スに望む こと

出席者 病 院整形外科

工学部原子 力工学科

理学部動物学教室

理学部化学教室

農学部農芸化学科

教養学部物理学教室

原子核研究所

原子力研究総合 セ ンター

RI総合セ ンター

列席 者 〝
//

町 田 秀 人

菅 野 昌 義

代 谷 次 夫

富 氷 健

茅 野 充 男 (司会 )

藤 原 邦 男

中 村 尚 司

小 西 恵美子

森 川 尚 威

野 溝 祐 治郎

大 日方 京 子

茅野 私は当センターニュー スの今年度の編集委員長 をつ とめ ざせ ていただいているものです.

過 日の編集委員会にお きま して やラジオアイソ トープの安 全管理 と研究に関す るあれこれ〟 と題

す る座談会の企画案が出 され ま して各分野の先生方に御 出席 をお願 い しました ところ快 く承諾 さ

れて今 日の会 を もっ ことがで きました｡お忙 しい ところ本 当にあ りが とうございました｡

この座談会開催の直接の きっかけは､セ ンターニュ- ス ももう10年 にな りますが､現状の まま

で良 いのか､またRIサブセ ンター便 りが一巡 し､新 しい企画が何か ないか と探 したこ とにある

のですが､更にいえば･最近 RIに関 して法律の改正 な どあ りました し､学 内で もRI施設の整備
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につ いて 多少の動 きもあ りました｡ また核研の事故 に加 えて当セ ンター で もち ょっ とした事故が

あった りとい うこ とで､ア イソ トー プ施設の管理運営 に関す るケー ススタデ ィがで きるのではな

いか とい う考 え もあってこの座談会が計画 された訳 です｡

きっそ く本題にはい りたいと思い ますが､｢ラジオア イソ トープの安 全管理 と研究に関す るあれ

これ｣ といって も漠然 としてい ますので､まず初めに各学部のア イソ トープ研究の最近の事情 を

お話 しいただ き､次にア イソ トープ施設お よび管理 の今後､続いて放射線施設の事故 をめ ぐって､

最後にセ ンターニ ュー スに望む ことの順 にすすめたい と思 い ます｡

1.各部局の アイソ トープ研 究の最近の事情

茅野 まず ､各部局の最近の事情 を順にお きかせ 噸 えませ んで しょうか｡

町田(病 院) 病 院全体 の こ とは良 く分 りませ んが ､ア イソ トープを使 っての実験 ､研究は臨床

の領域 で もどん どん 多 くなっているのが現状だ と思 います｡私が当センターで 85Sr のマ イクロス

フェア を使 って､ また もうひ とつの グルー プでは 14C を使 って実験 を行 っていますが ､整形外科

領域 で もあちこちでそ ういった研究が行われ るようにな り､成果が発表 されて きてお ります｡

菅野 (工学部 ) 工学部には RI施 設が 4ヵ所 あ r)ますが､離れているので管理がむずか しい と

い う問題があ りますO利用面では､以前は トレーサー関係が主流で したが黄近 では メスバウアー

効果 ､ポジ トロニ ウムの化学 とか線源 としての利用の方が 多 くなって きています｡工学部 ではア

イソ トー プのほかに核 燃料物質 とか Ⅹ線な どの利用者 もいっしょに健康管理 をしてお り､対象者

は 多 くなってい ますが ､ RIのみの使用に限ってみ ます と､特定の人が集 中 して研究 していて､

以前 よ りは利用者が減 って きてお ります｡核燃料に関 しての研究が 多 くなって､いろいろな問題

もあ り扱 いに くいんですけれ ども特定の人が研究 してお られ るので工学部全体の問轟 となってい

る程 で もあ りませ ん｡

代 谷 (理学部 ) 理学部全体 の施設 とか組織に関 しては富永先生か らお話が ある と思 い ますので

理学部 2号館の生物関係の施設につ いて少 し説明 します｡36年 に 7m2の施設か らは じま り徐 々に

拡 張 され ､最近 の 2号館 の改修 に伴 い 150m2とかな り大 き く充実 され ました｡使用核種 の変化 を

み ます と､36年 頃には生物学的な領域 では 14C が 多 くて 32P､ 3H はほ とん ど登場 してお りません｡

その後､核酸の研 究が盛んになるにつれて 32Pが圧倒 的に増 えた時期が あ り､現在は液 シンの普

及に伴 い､ 3H が圧倒 的に 多 く､次いで 14C ､32P､35S ､131Ⅰ､125Ⅰな どが使用 されてい ます｡今後は

免疫学的研究上 ヨー ドが大分 多 くなって くるのではないか と予想 され ます｡ また放射化分析や環

境科学 な どが盛 んになって くる と､重金属が 多 くな るこ とが考 えられ る と思い ます｡

宮永 (理学部 ) 理学部 では非常に基礎的な研究が 多 く､物理 ･化学的 なこ とか ら生物学的な分

野 まで広域 に及んでい ます.現在のアイソ トー プ使用の動 向は物理 ･化学系では利用が減 り､生

物系での利用が増 えているようです｡施設 としては本室のほかに 2号館 ､ 3号館 の主 として生物

学的研究 を行 っている施設 と､密封線手原を取扱 っている施設 とがあ ります｡物理系は学 内の施設

を使 うよ りも､高エ ネル ギー研 な ど､外へ 出て仕事 をす るケー スが 多 く本室での利用は化学 を中

心 として放射化分析が 多 く行われ､また特殊 な研究 は当セ ンター を利用 してお りますO利用の仕

方につ いては､理学部 の場合装置 を自分 で組む よ うなこともあ りまして､従来の確立 された研究

と､機器の開発等 自分 でつ くる研究 との兼ね合 いにつ いて も配慮が必要 とな り､ 多少問題点 もあ

ります｡

さらに運営経費の面 で申 します と､学部 内におけ るRI利用が各分野 で平均 している場合 はそ

う問題 とな らないで しょうが､理学部の ように利用がある分野に偏 って くる場合には学部の共通

経費で RI関係 を全部 見 きれないので､利用者個 々の負担が増大す る といった点 も問題 となって

お ります｡

茅野 (農学部 ) 農学部の RI使用は圧倒的に生物系が 多 く､使用量 もます ます増 えてお り､ と

くに液 シンの使用量が 多いために液 シン廃液の処理が大 きな問題 となってお ります｡学 内では病

院に次 いで農学部 の廃棄物の量が 多い とい うこ とですが ､これ も使用量の 多きによるものだ と思
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い ます｡それか ら､先程代 谷先生か らもお話があ りましたが ､ ヨー ドの気体排気の問題 もあ りま

す｡実 は予算が通 りまして現在新 しい施設 を建設中ですが､薬学部の同 じような施 設 よ り建設単

価 が高 い とい う話です｡その理由のひ とつに ヨー ドの使用のために換気の回数が 多い､ またフ ィ

ル ター も多いな どがあげ られ るとのこ とです｡

ほかに､ RIの代 りに 15N ､13C 等の安定同位体 を利用す る研究 も盛んになって きてお ります｡

藤原 (教養学部 ) 教養学部 で もRI利用者がだんだん増 えてお り､Ⅹ線 ､シンクロ トロンなど

の使用者 も含めて60人程が健康管理の対象 となってお ります｡最近の事情 のひ とつ としては､安

全管理 に対す る研究者の意識があが って きて､管理がや りやす い状態に少 しずつ変 わって きてい

る とい うこ とがあげ られ ます｡

問題点 としては､教養学部は もともと人員やお金が足 りない ところであ りまして､管理専任の

技官 とか事務官が いないため､また定員削減のあお りを受け まして 自然科学共通事務室 も3人い

た事務 官が 1人 とな り､健康管理 とか ､RI使用の帳簿 を綴 じて保管 していただ くのが精 いっぱ

いで､すべ てが教官への負担 となっているのが実情 です｡ このほかに専用の建物 を作 りたい と現

在 申請 中ですが まだ通 ってお りませ ん｡

全体 としては研究者の意識が高 まった とい うこ とで何 とか持 ちこたえているといった ところで

す｡

中村 (原子核研究所 ) 核研は全国の共同利鞘研究所で､中心 は加速器 なんですが ､アイソ トー

プ としましては検出器の校正用線源 としての使用 をのぞ きまして､1つが ISOL(IsotopeSepara-

tionOnLine)とい う使 い方で短寿命の核構造 を調べ る目的でオンラインで使 われてい ます｡ 2

つめは ボンバー ドで､加速器 を使 い まして RIを作 る とい う方法で現在各大学の医学部が 多 く使

ってお られ ます｡ 3つめはβ スペ ク トロメー ターや空芯 スペ ク トロメー ター を用いてβ線 を測っ

て核構造 を調べ ようとい う実験 で､この前の 252Cf もそのひ とつ です.空芯 スペ ク トロメー ター

を用いて今後､3H を使 ってニ ュー トリノの質量 を測 ろ うとい うのが計画 されているところです｡

こんな ところが 当研究所の現在､これか らの状況 です｡

小西 (原子力研究総合セ ンター ) 原子力研究総合･セ ンターは学 内共同利用の部局 で して､加速

器 と､密封線源 である照射装置 と､非密封 の RIとが あ ります｡ まず､非密封 RIに関 しては､

開放実験室 を学 内共同利用者に貸す とい う方法 をとりまして､管理 は比較 的や りやす くなってお

ります｡利用は大 きく3つに分け られ まして､ 1つ は､原子炉で問題 とな るRIを使っての研究､

工学系 です と廃棄物処理 ､医学系では体 内汚染の除去等の研究が行 われています｡ 2番 目の RI

としては､核融合研究に関連す る もの で 3H の利用が盛んにな りつつ あ ります｡ 3番 目はいわゆ

る生物研究 でこれは標識化合物 を使 っての研究なんですが ､研究内容は変わって きているんで し

ょうけれ ども核種の面か らみ ます と従来か ら大 きな変化はあ りませんが､最近 51Crを1日最大使用

数 量 ギ りギ りまで使 うグループ もあ ります｡それか ら､放射線管理室の業務 として､学内の動物

の廃棄物の脱水処理 を行 ってお り､これ も非密封の RIの使用 とい うこ とにな ります｡

それか ら､密封線源 としての照射装置 としては､ 60Co､137Csの大線源の照射装置があ り､いず

れ も､放射線の影響研究に使 われてお ります｡加速箸別まタンデム加速器 ､ダイナ ミトロン､コッ

クロフ ト等 4台の加速器が現在稼動中ですo コックロフ ト加速器に関 しては､現在 3H のターゲッ

トの問題があ ります.放射線管理 に関す る問題 として､原子力セ ンターが48年 に独立部局 となる

までは､原子力教育施設管理部 と原子 力工学科 とが一一体 となっていた とい う歴 史的経過があ り､

独立 した部局 としての管理がや りに くい とい う面があ ります｡ これ も最近徐 々に改善 されつつあ

ります｡

森川(RI総合セ ンター ) RI総合セ ンター 七は､ 1年 をⅠⅠⅠ期に分けて共同利用 を行 ってお り

ます｡現在各期 間に50-60テーマ程の研究が行われ ､物理 ･化学系 よ りどち らか とい うと生物学

系の利用が 多 くなっています｡ この中に トレーサーに よる生物物理学的研究 も含 まれ､アイソ ト

ー プ利用全体の流れ をあ らわ している と思 います｡

セ ンター独 自の仕事 としては､放射線測定の技術開発､ 14C 化合物の生合成 をは じめ標識化合

9
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物合成の研究が あげ られ ますO また､アイソ ト-プの安全取扱の研究では､3Hや放射性 ヨウ素 の

使用の際の排気 の局所処理の研究な どを行 ってお ります｡ それか ら放射性廃棄物処理 の問握 も手

･がけてお り､動 物 の処理 に関 しては一応完 了 しま したので､近 い将来有機廃液 につ いて もなん

とか見通 しをつ けたい と思 ってお ります｡ また､東大では3000人 もの放射線取扱者 を抱 えてお り

ますので､教育 訓練 ､健康管理 をは じめ として コンピュー ター を利用す る放射線管理の実行可能

性 の研究の準備 をしてお ります｡

茅野 あ りが とうございました｡少 しまとめてみ ます と､代谷先生､富永先生 ､また森川先生

のお話に もあ りましたよ うに最近 では生物系での RIの利用が盛んになって きてお り､3Hや放

射性 ヨウ素 の使用が増 えて きている状態であ り､排 気や動物廃棄物 ､液 シン廃液等の問題 も生 じ

て くる とい うこ とが あげ られ ま した｡ また物理 ､工学系では トレーサー利用は限定 され､利用者

も局在化 してい る傾 向にあ り､菅野先生 ､藤原先生 ､中村先生 ､小西先生 らのお話の ように利用

方法 もメスバ ウアー効果 ､ポジ トロニウムの化学 ､加速器の使用に変わった等の変化がみ られる

とい うこ とです｡

さらに､富永先生 ､藤 原先生のお話 では経費や 人員の面での問題点があげ られ ました｡

2.アイソ トープ施設 および管理の今後

総合 セ ンター とサ ブセ ンター

茅野 次に､現状 をふ まえなが ら今後の東大の RI施設の管理 をどう行 った ら良いのか､ まず

総合セ ンター とサブセ ンターのあ り方について ご意見 を伺 いましょうかO

森川 実は最近放射線事故が大学関係 で 多か った ものですか ら､文部省では放射線の管理 の体

制 をは じめ､施 設や 設備 の問題 を重要視 し､学術匡l際局長の諮問機関 として ｢大学等におけ る放

射性 同位元素 の取扱 い等 に関す る調査会｣ を発足させ ､ 5年前に出された ｢大学等におけ る放射

性 同位 元素 の取扱いにつ いて｣ とい う指針の見直 しをは じめ ました｡その中で問題 となった もの

の一つは､施 設整備 のあ り方で､セ ンターの ような集中型が良いのか､あるいは各研究室に まで

お よぶ分散 型が良いのか とい うことです｡生物系､生化学系な どの領域 では トレーサー利用の関

係 で分散 型が良 いので しょうけれ ども､今 回の ような事故 を考 えます と､その全て を整備す るの

が大変 なこ とになる訳です ｡

代谷 総合セ ンター とサブセ ンター､あるいは集 中か分散か とい うことですが ､私は両方必要

だ と思 い ます｡法律 の規制 も必要 です が､同時に研究の促進 とい うことも常 に考 えていってほ し

い と思 い ます｡ そのためには小 さな施設 も必要 です し､分散に よって安全性が99.9%でな く､時

には99%になることもや む をえない場合 もある と思 うんです｡けれ ど､これは使用者の立場 であ

って､非使用者 とは まった く感覚が ちか うと思 います｡許容線量 とはある意味ではガマ ン量です

か ら､直接利益 を得 ない使用者 に とっては我慢 ならないこ とがあるのは当然だ と思 いますね｡

藤原 サブセ ンター と総合セ ンター との関係に開通 して教養学部の R工委員長の山崎先生の ご

意見 を補 足 して説明 させ ていただ きたい と思 います｡主 として健康管理につ いてなんですが ､教

養学部 で R I実験 をしている方が､他の施設を使っての実験などで許容線量以下 とはいえ100mrem

とかいったあび万 をされているんですね｡ シー ル ドな どでなん とか できないのか ､またフ ィルム

バ ッジでその よ うな数値が出た場合 ､それ を実験 を行 った施設へ連絡す るシステムに した方が良

いのではないか と思 います..サ ブセ ンター とサ ブセ ンター ､総合セ ンター ともそ うですが､そ う

いった情報交換 の道があった方がいい と私 は思 います｡

こち らか らすすんで連絡すれば良いんで しょうが ､人手不 足 と許容線量以下 で もある ものです

か ら､気にかけ なが らも何 もしてない現状 です｡

個 人被曝の管理

茅野 サブセ ンター間の連絡 とい うことなんですが ､個 人被曝管理面ではいかがで しょうか ?

中村 核研 の場 合は全国か ら共同利周者が来 る訳 なんですが健康管理 と教育訓練 は所属大学で

す るこ とになってい ます｡管理室 では､希望 に よ りポケ ッ トチェンバー､TLDの貸与を行ってい
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ますが ､被曝線量が 40mrem を越 える場合にのみ通知す るシステムになってお りますO

森川 健康管理に関 しては所属部局で個 人管理 を行い､必要 な ときにはフ ィルムバ ッジを携帯

してい くとい う方針がほ とん どですね｡

代谷 使用施設が管理 システム を充実 させ るのが良いのか ､あ くまで個 人が 自分 で管理すべ き

なのか とい う点につ いてですが､人間は必ずある確率 で ミスをや るか らや は り施 設 自体 も管理 シ

ステム を充実 させ る必要 があ ると思 います｡

富永 そ うですね､た とえば高エネルギー研の場合 ､個 人の測定器具のほかにむ こ うのフ ィル

ムバ ッジをつけなければな らない｡そ うい う意味ではか な りきちん と行 われてお るんですが ､や

は り忘 れていってひ とつ しかつけていない とい う場合 もあ ります｡そ うい う意味では最終的に き

ちん と管理 で きるシステムにす ることが理想論 としては良 いん じゃないで しょうか｡

代谷 原子 力セ ンター などで も､所属学部 で管理 されている人か どうか とい うこ とをチェ ック

した うえで共 同利用 を許可 してい ますね｡

小西 所属機関において作業従事者 として管理 されていて､被曝管理の責任 もそち らにある､

そ ういった原則で共同利用 を運営 してい くのが今では普通だ と思 いますO そ してまた共同利用者

に測定用具 を貸与す るの も､その施設内での作業においては異常被曝が無か った とい う証明のた

め とい う意味あい もある訳です｡

原子力セ ンターの者が外部 で実験 をす る際にはフ ィルムバ ッジを携行 させ るよ うに しています｡

森川 個 人被曝集積線量につ いてはフ ィルムバ ッジの測定結果が 自動的に集積 され るため ､別

の所 で被曝 した別の線量計の数値 を加 えるようにはなっていないのです｡ですか ら個 人が色々な

測定器具 によって合計 した被曝線量 と､フ ィルムバ ッジの会社の集積線量 と､さらに主任者が把

握 している集積線量 とが全部 異っている場合 もあるんです｡今後 コンピュー ターに よる放射線管

理 な どとか らませ てこの修正 に取 り組 もうと思 っています｡

中村 それ と､転職 な どした場 合･に､前のデー タが入 らない とい うケー スが 多いですね｡我々

も研究者 などが変わっていった場合 ､む こ うか ら請求があれば書 いてあげるんですが､そ うでな

い場合 はその ままになることが 多いですね｡ こちらに来た場合 も同様 ､証明 を取 り寄せ るこ とに

しているんですがぬけて しま う場合 もあ るとい う現状 です｡ア メ リカなどは必ず問い合わせ があ

ります し､む =-うであびた量 も必ず知 らせ て きます｡ 日本は どうもその辺がルー ズなようですね｡

茅野 現行法令 では放射線取扱作業時の被曝 に限 る とい うことになっている訳ですね｡医療被

曝 まで集積 して健康管理す る とい う立場 では行われていない訳ですね0

代谷 医療被曝 はか な りの線量になる場合があ りますねO

町田 医療被曝 といえば患者の方 もそ うですが医療従事者の方に も問題があ ります｡放射線科

な どでは安全性 につ いての認識が高いで しょうけれ ども我 々整形外科の場合な どは､イメー ジア

ンプ リファイアな どでは患者 を固定 させ るためにつ いている､ ミエ ログラフ ィー とい う脊l櫨造影

の検査の場合 そばにいなければな らない､また､ 白衣にはフ ィルムバ ッジをつけてい ますが､手

術の際 ､手術着 につけ ることがで きない場合 もあ ります｡ですか ら私が もしフ ィルムバ ッジをお

守 り札の ようにず っ とつけていた らかな りの量が測定 され るんではないか と思い ます (笑 )0

患者の方 も悪性月重傷 などの治療 な らば良いんで しょうが ､診断の際な ど不必要 にあびるのは問

質 ですねo

茅野 医療面 では､患者にすれば危険 もあるけれ ど､それに よって得 る利益の方が大 きい とい

うこ とで使われ るんですか ら良いで しょうけ ど､取 り扱 う方はその都度ですか ら大変 ですね｡

富永 治療 ､診断の面 では､患者に とってほかの道が ない場合はやむ を得ない として､む しろ

定期的 な検診や歯科の治療 な どルーテ ィンになっているものが問題ですね｡

町田 レン トゲンを撮 る必要が あるか どうか とい う判断は､一応医師個 人がす る訳 ですが ､規

制等が あれば また別の因子がか らんで くるんで しょうね｡

代谷 A病 院にみて もらって B病 院に変わった場合 な ど､た とえA病院での レン トゲン写真 を

持 っていって もB病院ではあ らためて納得のい くように また検査 をす る､ とい う事 が あ りますね｡

ll
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あれな ど患者が 自分 で集積 していか なければな らないで しょうね｡

町田 前の病 院での レン トゲン写真 を借 りて きて下 さい といって も病 院 を変 えたか らには前の

･病 院に行 きに くいこ ともあるで しょうし､我 々が診断の必要か ら再度 レン トゲンを撮 る事 もあ り

ます よね｡

代谷 ま､そ うですね｡あなたの月宛は信用 しませ んo Lか しデー タだけは下 さ.い､ とい う事に

な りますか らね (笑 )｡むずか しいですね｡

放射 線防護機器の設備基準

茅野 では次 に放射線防護機器の設備基準にはい i)たい と思 いますが､これは法改正 に伴 う動

きなので しょうか ?

森川 現在文部省で内部の基準 としてい るのは､ロー リッツェン検電器な どの載 っていた昭和

30年代 に作 られ た もの を部分 的に修正 した ものの ようです｡ もちろん､その時点で整備 を要す る

もの､た とえば動物の乾燥装置の ような ものは特 に整備 を推進す るように予算化 されています｡

これ らの設備基準 とは別 に､新たな観点か ら検討す る作業 を他大学の専門の先生方に もご協 力い

ただいて現在進めてお ります｡

現在の作業段 階では､施設 を非密封 RI､密封 RI､加速著削こ大 き く分け､非密封 RIはさら

に生物系 と化学系 に分 けて､ さらに取扱 う放射線 の種類に よ り､ また施設の規模 な どによ りどう

い う防護機器が どの程度必要か を検討 で きるように したい と思 っています｡密封線源の使用施設

は大線源 ､ガスタロに装着す る小線源 な どに分類 し､加速器では RIを生成す る装置､それ を伴

わない装置に分 けてそれ ぞれ基準 を設けたい と思 っています｡一度基準 を作 ります と行政の面か

ら､それ さえ整 っていれば､それ以上の設備 は必要 ない､ とされ るおそれがある訳ですが､あ く

まで最低基準であ り､ さらに望 ま しい もの をつけ加 えてい くとい う形で もっていきたい と考 えて

お りますので各部局の ご事情 その他 を伺わせ ていただ きたい と思 ってお ります｡

代替 防護機器 として測定器がはいると､それ を利用 して研究が促進 され ることがあ ります｡

管理 的な面か ら購入 した機器が研究促進に向いた とすれば使用規定な どに して も矛盾がお こって

くる｡ですか ら使用者的な立場か ら申 し上 げているんですが､管理 も研究促進の立場 にたってす

べ きではないか と思 います｡ほかに管理面 で細かいこ とを申 し上 げます と､排気ですね､排気 口

か ら空 中に どの位放 出されたかの測定 はほ とん どされていないのが現状 じゃないか と思 いますが

いかが で しょうかO一般 に計算だけで良いのか ､ ヨー ドを扱 う時いつ も台風並みの風 を吹かせ な

ければいけないのか､あるいは局所に止め る方法が あるとすれば､その場合 それ をどう証明 して

納得 していただけ るのか とい うような問題が ある と思 います｡

茅野 排気 をきちん と測定す るこ とは専任の管理者がいて も大変なことで しょうが､研究者が

同時に管理者 であるような所 では どうした らよろ しいので しょうか｡

菅野 原子 力工学科 の核燃料取扱施設に関 して も立入検査の際､排気設備の記録が そろってい

ないこ とが指摘 され まして､今 自動記録 モニ ター を取 り寄せ ている所 です｡以前は核燃料物質の

規制 は比較的ゆ るやかだ ったんですが ､今 ではか な りさび しくなっています｡貯蔵量 も多いです

か ら計算 とい うこ とにな ると大 きな値 になって しまいます し､廃棄物のチェックもかな り厳重 に

され る とい うこ とで大変 です｡

代谷 電子顕微鏡資料 の染色に使 う酢酸 ウラニ ウムにつ いて も最近 はか な りさび しくなったの

で きちん とや ってお ります｡

小西 菅野先生のお っ しゃるよ うに原子力セ ンター で も核燃料物質の立入検査の時､排気設備

つ ま り排気濃度 の測定につ いて指摘が された訳 ですo iCRPは空気汚染の測定は特殊 な場合 を

除けば 日常的に行 う必要 はめ ったにない と言 っています し､表面汚染がなか った とい うこ とは空

気 モニ タ リングの必要 がない とい うこ との証拠 である､ とも言っています｡科学技術庁 は空気モ

ニターの性能 も限界 も十分 に知 っているだろ うと思 うのですが､対公衆 を考 えて､安全 を証明す

るのは実測値 しか ないので､モニ ター による実測 をす るように指導 しているのではをいか と思 い

ますO

〔
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中村 排気 も連続監視 では MPCを除去す ることが不可能なので､む しろサ ンプラーの方式で .

濃縮 しなければならないOそれだけのお金 をかけて効果があま りない とい うことにな ります と考

えて しまいますね｡

小西 それに､仮に測定できた として も測定 された時点ではすでに空中に排気 されて しまって

いる､その手前でおさえてお くという方法 もない訳です よね｡

森川 その辺が設備基準 を作 ります時に もかな り議論 され ました｡

我々の グループの設備基準では､ガスモニターはそれに よって検出できるもの を使 っている場

合には必ずつけるとい う立場 をとってお ります｡そして逆に水モニ ターの方はある事が望 ましい

位で も良い とい う事になっていますが､これはサ ンプ リングによる方法が どうして も必要だか ら

です ｡従来は排気の方は測 ることがで きない､従 って計算で良い､出て しまった ものは仕方がな

い､ とい う考 え方だった と思 うんです ｡で も検出器の感度が良 くなって くれば､･その数値 をどう

評価す るか とい うのは今後の問題で､ まず備 え付けるべ きだ とい うことになった訳 です｡公衆へ

の影響 も考 えます とこれか らは少 しガスモニ ター を充実 していかねばならない と思 います｡

もうひ とつ､ダス トサ ンプラーにつ いては､施設につけるとい うよ り作業場所には必ずつけな

ければな らない とい う方向に持 っていきたい と思 ってお ります｡

代谷 排気に関 しては使用者はあま り意識 してない と思 うんです よね｡ しか し､廃水 を捨てる

時には公衆 を意識 して希釈 しているんですが､不思議 ですね､ 目に見える物があるの とないの と

ではこうも感覚がちが うものですかね｡

中村 呼吸 とい うのは絶 えず している訳ですか ら､む しろ水の汚染 よ りも空気の汚染 を防 ぐ必

要がある｡そ ういった意味で空気中濃度 をお さえるとい う排気の管理は非常に大切 だ とい う事 で

しょうね｡

(次号につづ く)

♯ * 韓 ･韓 ･鴇〇･* * 命 令 や くか くか 令 や 命 -齢 * * ｡酔韓 ･◇紳韓 ･♯ -& * 噛 車 や ○紛碑 ,* ♯ -幹 碑 ,命 ｡酔♯

学 内 R l管理メモ

放射線障害防止法 に関連 した

最近の 行政指導か ら
中 村 愛 子

昨年 末 に本学 の約 半数 に相 当す る RI取 扱部 局 に対 し､放射 線 障害 防止法 に基づ く立 入

検 査 が あ った｡以下 は これ に立合 っての所感 を項 目ご とに記 した もの であ る｡

組織 と予防規定

本学 では ｢放射線障害 の防止に関す る管理規程 ｣ に よ り､部局 ご とに放 射 線 障害予 防規定

が 作 られ てい る｡細 則 ･マ ニ ュア ル等 も備 わ って手続 的 に は問題 は なか った｡ しか し予 防

規 定 の 中には制 定 され て久 しい もめ もあ って ､現状 との対 応が気 がか りな場 合 もあ った｡

全学 的 には健康 診 断 と教 育 訓練 が一 括 の方 向 に あ って ､関係 条項 は時機 を見 て改め る よ

う予 定 され て い る｡ また法 改正 に よる政 令 ･府令等 の変 更 も予 想 され ､ この面か らの見直

し も合 わせ て必要 に な る もの と思 われ る｡

R l使 用手 続 と承認証 ･申請書 につ い て

RI使 用 の基本 は ｢放 射性 同位 元素 等使 用承 認証 ｣ で あ るが ､ 日常 の管理 業務 の大部 分

は承 認証 な しで処理 可能 な ため ､承 認証 は大切 に保 管 され過 ぎて しまい､管 理 担 当者 に さ

13
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え も馴染みの薄 い存在 となっているこ とはないだろ うか｡担当者は､時々承認証 を眺 めて

記載事項 を確認 して戴 きたい と感 じた｡

承認証 の記載 で不 明なこ と､施設や取扱方法な ど承認証 に記載 されていないこ とはその

'承認 を得 るために作成 され た申請書に よって判断 され る｡ とくに施設 ･設備や管理区域の

設定 な どに疑問が生 じた時 ､正 当性 を証明で きる書類は申請書以外にないこ とを理解 し､

関係書類 を整理 して保管 してお く必要 がある｡

健康診断の受診率の向上

現在､健康 診断は ICRP勧告 に添 って見直 され ､簡略化す る方向で規則の改正が進め ら

れているのは周知 の こ とであるが､改正 までは現行基準 を遵守すべ きである と指摘 された｡

健康 診断につ いては別途 に検討 しなければな らない事項 もあるが ､保健 セ ンターでは健

康診断 を指定 日に受 け られない人のために､毎週水曜 日の午前 を健康診断の予備 日として

待機 しているので､該 当者 は必ず受診す るようお願 いす る｡

施設 について

非密封施設の床 目地の亀裂 ､壁等のひび割れや凹凸が指摘 された｡ この指摘の判断基準

には具体 的個 所のほか施設全体 の整備状況 も影響 していると思われたので､補修 の時はこ

の こ とを考慮 して施工 していただ きたい と思 う｡

標識関係 ･注意事項掲示 の不備 の指摘 も結構 あ り､標識では廃棄 設備関係 の誤 りが 目立

った｡

排水浄化槽 の構造 と使 い方に関連 した指導 も三件 あった｡

ガス クロや密封小線源使用につ いて も幾つか共通 した問題があった｡ これ らは一般 に特

定の研究室の装 置であ るこ とが 多 く､ 日常管理 は研究室責任者に委ね られているのである

が､放射線管理 の厳 しさが直接伝 わ らないためか､或 いは仲 間だけの使用 とい う気の緩み

か､注意事項掲示や 貯蔵容器の表示等の不備が 目立 ったほか ､記録等が散逸 して整理が行

届か ない もの も見受 け られた｡

R l取扱:状況の点検

現有 RIの核種別数量の提示が求め られた｡

1日最大使用数量の把握方法につ いて資料が求め られ るとともに､記録が照合 された｡

加速器 な どでは線種 とビー ム強度 ､使用時間が確かめ られた｡

記帳 について

RIは受 入か ら廃棄 の流れが記録 で追跡 され､正 し く使用 された "証拠書類〟 としての

記帳 と整理 が求 め られ てい るこ とを感 じた｡全般 に､非密封 RIの記録 は 関係者の努 力

に よ り改善が認め られたが ､整理等に もう一工夫が求め られ ｢記録 ･記帳の手引｣が模範

として紹介 された｡

大線源や発生装置の使用施設では､運転記録 は例 外な く置かれているものの記録 内容が

障害防止法の要求項 目を満 たさない場合が あ り､見直 しが求め られた例が ある｡

測定関係

いずれ も記録は､第三者 に理解 出来 る様式 と整理方法 ､デー タの トレーサ ビ リテ ィが求

め られているこ とは記帳の場合 と同様 である｡

線量率や汚染 な ど ｢場所の測定｣は図面上 に結果 を表示す る方法が推奨 された｡又､線

量率 測定 に管理 区域 外の一 点 を境 界線量 として測定 してお くよう指導が あった｡

排水測定は施 設 ご とに測定方法や記録に工夫が見 られたが ､記録 には排水濃度の測定結

果だけでな く排水量 ､排水操作 を行 った者 ､排水 した時間な ど排水状況 を具体的に示す事

項 も併記す るこ とが求め られた｡
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排気測定は従来は承 認 申請時の計算 をもって代 えていたが ､実際の排気設備 の運転状況

等 を含め RI使用時に計算 で記録 を残 してお くよう求め られた｡

なお排気モニ ター設置の施 設は今 回 8事業所 中 2ヵ所て･あった｡

その他の問題点

R工等の使用は障害防止法､医療法､原子炉等規制法､人事 院規則な ど目的 と対象は少 し

づつ異 るが 多重規制 となっている｡従来､障害防止法 は技術面が強調 され教官サ イ ドで､

人事 院規則は人事管理面か ら事務サ イ ドで検討 され る機会が 多か ったが､両者 を並べ て管

理組織 を見直す必要が あ りそ うに思 う｡

一方 でこれ ら法規の管理対象者 を一括 して本学 では放射線取扱者 としたが､規制法令別

に諸検査が行 われ るため､今 回の場合 も障害防止法対 象者だけの選 び出 しが求め られ､記

録等の整理方法 を考慮す る必要 を感 じた｡ また､障害防止法では放射線作業従事者 と管理 区

域随時立 入者の区別が求め られ るが､この区分 は RIの取扱頻度や被曝線量等 との関連が

明確 でな く常に問題 となる｡今後の規則改正等で解決 を望む点である｡

最後に施設につ いては､法改正 によ り本学の過半数部局は定期 (施 設)検査の対象 とな

る可能性があ り､今後の扱 いが注 目され る｡ (アイソ トープ総合セ ンター)

●共 同利用の お知 らせ

昭和56年度共同利用の予定

第 Ⅰ期 昭和56年 4月13日～ 7月17日 申込締切 56年 2月28日

第 ⅠⅠ期 〝 9月 7日～12月18日 〝 56年 6月30日

第ⅠⅠⅠ期 昭和57年 1月11日～ 3月19日 〝 56年11月30日

昭和55年度第ⅠⅠⅠ期共 同利用一覧

所属部局 責任者氏名

医 学 部 奥 村 康

柄

恒

泰

康

正

川

橋

中

奥

荒

石

村

院

行

昭

正

治

人

立 花 新 太 郎

工 学 部 氏 平 祐 輔

下 斗 米 道 夫

清 瀬 量 平

山 本 良 一

理 学 部 脇 田 宏

川 島 誠 一 郎

小 嶋 稔

山 中 高 光

飯 山 敏 道

富 水 健

研 究 題 目

免疫応答の細胞性機序

蛋 白質の ヨー ド化

Bu2SnC12の リンパ球 に対す る影響

3H を利用 しての組織培養 お よび リンパ球培養

ヒスタ ミン代謝 の研究

慢性圧迫脊髄におけ る血流量に関 して

末梢 神経損傷

メスバ ウアー効果の分析化学への応用

メスバ ウアー効果の金属学へ の応用

放射性核種 の地 中移動

陽電子消滅法に よる金属 の研究

地球化学的試料の放射化分析

ラッ ト脳下垂体 ホルモ ンの受容体に関す る研究

40Ar-39Ar法に よる岩石 の年代決定

鉱物結晶の構造解析

鉱物 一水系の各相への元素の分配

a)古文化財お よび地球化学的試料の放射化分析
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所属部 局 責任者氏名

理 学 部 富 水 健

小 橋 浅 哉

郎

天

和

次

藤

谷

佐

代

農 学 部 五 十 嵐 春 夫

尾 和 尚 人

教 養 学 部

部

研

研

研

粥

科

産

微

教

医

生

応

茅

高

今

藤

佐

跡

高

佐

駒

内

川

西

鈴

野 充 男

井 康 雄

井 勝

原 邦 男

藤 八 十 八

見 順 子

岡 彩 子

藤 乙 丸

形 和 男

田 欣 哉

日

口

村

木

石

田

森

川

大

本

大

森

研

研

一夕

性

洋

ンセ

物

海

EZ

昭 彦

敏 男

夫出

夫

健

之

道

雅

正

尚 威

宮 地 重 遠

以上第ⅠⅠ期 よ り継続

理 学 部 之

郎

樹

健

宜

凱

林

瀬

田

若

広

堀

.農 学 部 尾 崎 博

山 田 晃 弘

RIセ ンター 森 川 尚 威

以上 第ⅠⅠⅠ期新 規 申込

研 究 題 目

② メスバ ウア-分光 法 の無機化学 ､考古化学- の応用

③ ガス クロマ トグラフ用電子捕 獲型検 出器 の改良

(卦ラジオガ ス クロマ トグラフ法 に よる- ロカー ボ ン

頬 の放射 化学 的研 究

6)メスバ ウア-散乱お よび β線分光法 に よる固体表

面 の研 究

① 熱蛍光 線量計 におけ る環境 お よび個 人被曝線量 の

測定研 究

(診鉱物 か ら演 出す る天然放射性核種 の定量

天然試料 中の天然放射性 元素 の分布 に関す る研 究

トリチ ウム生物効 果実験装 置 ､ と くに トリチ ウム除

去処理装 置 の開発

好熱性 水素 細菌 の炭素代謝 につ いて

汚泥 中重金属 の土壌 一植物 系におけ る挙動

木直物 に よるRIの吸収 ･移動

水稲 根 圏の炭素代謝

高等植物 の光合 成

イオ ン結 晶中の陽電子消滅

植物酵素 に よる炭酸 固定 の研 究

運動 と血 中 ホルモ ン

放射線 の環鹿へ の影響

工業 製 品の放射能測定

細菌 DNAの hybridization

Pseudomonas属細菌 に よるLauricacidのα水 酸化

脂肪酸合 成酵素 の活性部位

NK細 胞活性 の研 究

耐性 ガ ン細 胞 の膜変化

動物細胞 におけ る DNA修復機構 の研 究

フ ィ ッシ ョン トラ ックに よる年代 測定

藻類 の 14C-ア ミノ酸分析

(丑放射性 同位体 を用 い る綱 車軽 元素 の挙動 に関す る

研 究

② トリチ ウム と有機化合物 の反応

14C化合物 の生合 成

放 射性 同位 元素 に よる染 色体構 造 の研 究

シ ョウジ ョウバエ光受容器 の研 究

シ ョウジ ョウバエの蛋 白質 の二次元電気泳動法 にお

け る解析

平滑筋 におけ る 45Ca動 態

緑化 中のアベ ナ葉 に よる炭酸 固定

土壌 中の鉄 につ いて
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●アイソ トープ総合センター日誌

昭和56年 1月12日 共 同利用 ガイダンス

第ⅠⅠⅠ期共 同利用開始 (3月20日まで)

1月27日 農学部農業生物学科学生見学

R 暮教育訓練の実施

1月13日～ 2月24日

1月12日～16日

1月26､27日

2月12､13日

2月18日-20日

2月27日

3月11日～13日

(毎週 火曜 日)医学部医学科 3年生

薬学部 3年生

理学部動物学教室 3年生

第 3回RIコース新規放射線取扱者講習会

γ線測定法講習会

第 1回密封小線源 コー ス新規放射線取扱者講習会

放射線取扱者研修 (放射線管理専 門 コー ス :放射性廃棄物

の取扱い)

● 人 事 消 息

○人事異動

退 職 (55.ll.10) 技術補佐員 木 村 浩 子 (生物部 門)

採 用 (56.2. 3) 技術補佐員 錐 波 雅 子 (生物部 門)

● 委員会だよ り

○運営委員会

12月15日 (月)開催 ､議事次の とお り

(報告事項)

1.ア イソ トープ総合セ ンターの小火につ いて

2.昭和55年度 第ⅠⅠ期共同利用について

3.研イl参会につ いて

4.その他

(協議事項 )

1.昭和55年度 第ⅠⅠⅠ期共同利用について

2.次期セ ンター長候補者の選 出につ いて

3.その他

○セ ンターニュース編集委員会 (第46回)

11月18日 (火)開催 ､議事次の とお り

1.VOL.ll,N0.2の準備状況

2.VOL ll,N0.3の企画

3.その他

○セ ンターニュース編集委員会 (第47回)

昭和56年 2月 2日 (月)開催 ､議事次の とお り

1.VOL.ll,N0.4の準備状況

2.次期委員会へ の引継事項

3.その他
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(昭和55年 12月 1日開催 )

座 談 会

ラジオア イソ トー プの安 全管理 と研究に関す るあれ これ

本 田 雅子建- 4

岡本 和 人- 6

学内 R l管理 メモ

放射線障害 防止法に関連 した最近 の行政指導か ら-----･--･-･-中村 愛子- 13

共同利用のお知 らせ

アイソ トー プ総合セ ンタ一 日

人事消磨

委員会 だ よ り

(編集後記)

本セ ンターニ ュー スのヴォ リュームの カラーは六色､橙 ､緑 ､赤 ､青 ､紫､茶

の順 で､既 に二 まわ りの終わ りに近づ いているO

十年一昔 とい うが ､一年一年 ､このカラーの違 いの ように､内容的に も､その

年 それな りの表情 を持 ちなが ら､かつ ､一貫 した確かな歩み を続けて きた もの と

思 う｡

そ うい う意味では､ この色別の Vbl区分 は､巻 を改め るたびの心構 え として も

体裁 として も､編集者 の一 人 としては､い ささか 自画 自署的評価 を与 えている次

第であ る｡

さて､本号 であ るが ､本セ ンターニュー ス として初めて企画 した座談会の記事

が関係者 の協 力で何 とか間に合 い､次号 との連載 ではあるが今 回ご紹介す るこ と

が 出来 た こ と､ また巻頭言は藤原先生 よ り､252Cfのお話については本田先生よ り､

共 に今年度 限 りで本学 を去 られ る大先輩のお二 人の玉稿 を頂 いて､本巻の稗尾 を

飾 れた こ とは幸 いであった｡

あ らためて､御協 力下 さった諸先生にお礼 申 し上 げ ます｡

(野溝)
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